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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションを用いてオーディオコンテンツを提供
する方法であって、該方法は、ユーザ機器によって実行され、前記ユーザ機器は、プロセ
ッサと格納手段と入力手段と表示手段とを含み、
　前記方法は、
　前記プロセッサが、番組を前記格納手段に記録することと、
　前記表示手段が、完全に記録された番組および不完全に記録された番組のリストを表示
することと、
　前記入力手段が第１の入力を受信したことに応答して、前記プロセッサが、前記リスト
に表示された完全に記録された番組または不完全に記録された番組を選択することと、
　前記入力手段が第２の入力を受信したことに応答して、前記プロセッサが、前記選択さ
れた番組のオーディオを抽出するための設定を選択することであって、前記選択された番
組のオーディオは、オリジナルオーディオフォーマットとオリジナルオーディオ品質とを
含み、前記設定は、出力オーディオフォーマットおよび出力オーディオ品質のうちの少な
くとも一方を含む、ことと、
　前記プロセッサが、前記選択された設定を用いて、前記記録され選択された番組から前
記オーディオコンテンツを抽出することと
　を含み、
　前記出力オーディオフォーマットは、前記オリジナルオーディオフォーマットとは独立
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して選択されることが可能であり、前記出力オーディオ品質は、前記オリジナルオーディ
オ品質とは独立して選択されることが可能である、方法。
【請求項２】
　前記プロセッサが、オーディオを抽出するための設定を選択することは、前記プロセッ
サが、抽出するオーディオのセグメントを選択することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記入力手段が第３の入力を受信したことに応答して、前記プロセッサが、再生バーの
上に開始および終了マーカーを位置付けることにより、前記抽出するオーディオのセグメ
ントを示すことをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　オーディオコンテンツを提供するシステムであって、
　前記システムは、
　プロセッサと、
　格納手段と、
　入力手段と、
　表示手段と
　を含み、
　前記プロセッサは、番組を前記格納手段に記録するように構成されており、
　前記表示手段は、完全に記録された番組および不完全に記録された番組のリストを表示
するように構成されており、
　前記入力手段が第１のユーザ入力を受信したことに応答して、前記プロセッサは、前記
リストに表示された完全に記録された番組または不完全に記録された番組を選択するよう
に構成されており、
　前記入力手段が第２のユーザ入力を受信したことに応答して、前記プロセッサは、前記
選択された番組のオーディオを抽出するための設定を選択するように構成されており、前
記選択された番組のオーディオは、オリジナルオーディオフォーマットとオリジナルオー
ディオ品質とを含み、前記設定は、出力オーディオフォーマットおよび出力オーディオ品
質のうちの少なくとも一方を含み、
　前記プロセッサは、前記選択された設定を用いて、前記記録され選択された番組から前
記オーディオを抽出するように構成されており、
　前記出力オーディオフォーマットは、前記オリジナルオーディオフォーマットとは独立
して選択されることが可能であり、前記出力オーディオ品質は、前記オリジナルオーディ
オ品質とは独立して選択されることが可能である、システム。
【請求項５】
　前記入力手段が前記第２のユーザ入力を受信したことに応答して、前記プロセッサは、
抽出するオーディオのセグメントを選択するようにさらに構成されている、請求項４に記
載のシステム。
【請求項６】
　前記入力手段が第３のユーザ入力を受信したことに応答して、前記プロセッサは、再生
バーの上に開始および終了マーカーを位置付けることにより、前記抽出するオーディオの
セグメントを示すようにさらに構成されている、請求項５に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、米国仮特許出願第６０／５０２，９２０号（２００３年９月１５日出願）の利
益を主張し、その仮特許出願の全容は、本明細書において参考として援用する。
【０００２】
　（発明の背景）
　本発明は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに関し、より具体的には、



(3) JP 4902861 B2 2012.3.21

10

20

30

40

50

デジタルコンテンツをエクスポートする機能を備えたインタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションに関する。
【背景技術】
【０００３】
　インタラクティブ方式の番組案内のようなインタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンにより、ユーザーは、デジタルコンテンツをセットトップボックスに保管できる（例
えば、番組を記録する）。ユーザーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション
を使用して保管したデジタルコンテンツにアクセスする場合がある。しかしながら、場合
により、ユーザーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションから離れて、デジ
タルコンテンツにアクセスする場合がある（例えば、ランニング中あるいは旅行中）。
【０００４】
　場合により、保管されたデジタルコンテンツ（例えば記録した番組）の性質は、ユーザ
ーにとってより興味深いかもしれないオーディオコンテンツのような場合もある。このよ
うなデジタルコンテンツは、例えば、夜のニュースの記録、お笑い番組の記録、スポーツ
中継の記録（例えば、サッカー）を含む場合がある。さらに、ユーザーは、インタラクテ
ィブ方式のテレビアプリケーションから離れた場所で、このオーディオコンテンツへのア
クセスを希望する場合がある。例えば、ユーザーはジョギング中にトークショーのオーデ
ィオを聴くことを希望する場合がある。
【０００５】
　従って、記録した番組からオーディオを抽出し、抽出したオーディオを取り外し可能な
媒体（例えば、ＣＤ－Ｒ）に転送する機能を備えたインタラクティブ型テレビアプリケー
ションの提供が望ましい場合がある。
【０００６】
　また、ユーザーは、デジタルコンテンツ（例えば、記録した番組）を取り外し可能な媒
体（例えば、小型フラッシュカード）に転送することを希望する場合もある。例えば、ユ
ーザーは、朝の出勤中に携帯用コンピュータで昨日のニュース放送の視聴を希望する場合
がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションを使用して（つまり、デジタル
コンテンツの選択、設定の選択など）、転送を繰り返し設定することがユーザーにとって
負担となる場合がある。
【０００７】
　従って、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体へ今後転送するように設定されたイ
ンタラクティブ方式のテレビアプリケーションを提供することが望ましい場合がある。デ
ジタルコンテンツを取り外し可能な媒体に今後転送するように、ユーザーがテレビアプリ
ケーションを設定した後、ユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに、デジタルコンテン
ツを取り外し可能な媒体に今後転送することが望ましい場合もある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（発明の概要）
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、本発明に従って提供される場合が
ある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーがデジタルコン
テンツをセットトップボックスに保管、あるいは、リモートで（例えば、リモートサーバ
ー）保管されたデジタルコンテンツにアクセスできる場合がある。
【０００９】
　本発明の一つの側面では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記録し
た番組（プログラム）からオーディオを抽出することや抽出したオーディオを取り外し可
能な媒体に転送することができる場合がある。
【００１０】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、オーディオが抽
出されるかもしれない記録番組を選択できる場合がある。記録した番組は、例えば、テレ
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ビ番組の記録、ライブバッファに保管された番組、現在記録中の番組を含む場合がある。
ユーザーが取り外し可能な媒体を選択する場合があり、インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションが、抽出されたオーディオを選択された取り外し可能な媒体に転送する場
合がある。
【００１１】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、オーディオのフ
ォーマットやオーディオの音質を選択できる場合がある。ユーザーは、オーディオが再生
される音楽プレーヤーと互換性のあるオーディオのフォーマットを選択する場合がある。
ユーザーは、オーディオの性質に基づいて、オーディオ音質の選択を希望する場合がある
。例えば、選択した番組のオーディオが主にスピーチであれば、ユーザーはオーディオの
音質を低くする場合がある。選択した番組のオーディオが音楽であれば、ユーザーはオー
ディオの音質を高くする場合がある。また、オーディオの音質は、抽出したオーディオの
サイズにも関連する。したがって、転送先の媒体が小型の容量であれば、ユーザーは抽出
したオーディオの音質を低くする場合がある。
【００１２】
　場合により、ユーザーは、記録した番組全体からオーディオを抽出するようにインタラ
クティブアプリケーションに命令する場合がある。その他の場合では、ユーザーは、記録
した番組の一部からオーディオを抽出するように命令する場合がある。例えば、ユーザー
は、記録した番組のセグメントからオーディオを抽出するために、再生バーに開始と終了
のマーカーを設定する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションによ
り、ユーザーは、録音の時点でオーディオをプレビューできる場合がある。ユーザーが番
組の中のオーディオの場所を示すことができるように、インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションが再生バーのマーカーを表示する場合がある。ユーザーは、プレビューし
たオーディオを基本にして、開始と終了のマーカーを選択する場合がある。
【００１３】
　ユーザーがオーディオ抽出の設定を選択した後、インタラクティブ方式のテレビアプリ
ケーションが、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションからオーディオを抽出す
る場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択した番
組をユーザーにより示されたセグメントに分割する。インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、番組のセグメントを逆多重化して、番組をオーディオファイルとビデオ
ファイルに分割する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユ
ーザーのフォーマットと音質設定に従って、結果のオーディオファイルを処理する場合が
ある。
【００１４】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、音楽プレーヤーがオーディオを再
生中に、例えば、タイトルやアーティストの情報を表示できるように、ファイルに番組情
報を補完する場合がある。番組の情報は、例えば、番組表、番組案内情報、番組放送に組
み込まれたメタデータ、ユーザーにより入力された情報から得られる。
【００１５】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択した取り外し可能な媒体にオ
ーディオファイルを保管する十分な容量があることを検証する場合があり、インタラクテ
ィブ方式のテレビアプリケーションは、選択した保管先媒体にオーディオファイルを転送
する場合がある。
【００１６】
　また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、番組から
のオーディオ録音をスケジュールすることもできる。例えば、ユーザーは番組を選択して
から、番組のオーディオ録音のオプションを選択する場合がある（例えば、取り外し可能
な媒体、オーディオフォーマット、オーディオ音質など）。番組の放送時、インタラクテ
ィブ方式のテレビアプリケーションは、フォーマットや音質の設定に従って、選択した取
り外し可能な媒体に番組のオーディオを録音する場合がある。
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【００１７】
　本発明の別の側面では、デジタルコンテンツが取り外し可能な媒体に今後転送されるよ
うにインタラクティブ方式のテレビアプリケーションが設定される場合もある。デジタル
コンテンツが取り外し可能な媒体に今後転送されるように、ユーザーがインタラクティブ
方式のテレビアプリケーションを設定した後、ユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに
今後の転送が発生する場合がある。例えば、ユーザーは、コンパクトフラッシュ（登録商
標）カードがセットトップボックス６０に挿入されているときは必ずニュース番組の最新
の記録をコンパクトフラッシュ（登録商標）（ＣＦ）カードに転送するように、インタラ
クティブ方式のテレビアプリケーションを設定する場合がある。例えば、ユーザーは、通
勤中の電車で、ニュース番組を携帯用デバイスで視聴するために毎朝コンパクトフラッシ
ュ（登録商標）カードをセットトップボックス６０に挿入し、その日のニュース番組を検
索する場合がある。転送は既に設定されているので、ユーザーは毎朝転送の設定を繰り返
す動作を負担しない。
【００１８】
　取り外し可能な媒体へのデジタルコンテンツの今後の転送を設定するために、インタラ
クティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、インタラクティブ方式のテ
レビアプリケーションを使用して、デジタルコンテンツを識別できる。例えば、ユーザー
は夜のニュースの連続記録を選択する場合がある。
【００１９】
　さらに、取り外し可能な媒体へのデジタルコンテンツの今後の転送を設定するために、
インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは取り外し可能な媒体
の設定を選択できる。設定は、デジタルコンテンツのフォーマットや画質を含む場合があ
る。場合により、ユーザーは、一定のフォーマットでしかビデオを再生できない携帯用デ
バイスでデジタルコンテンツを視聴する場合があり、ユーザーが互換性のあるフォーマッ
トを選択する場合がある。場合によっては、ユーザーは取り外し可能な媒体の保管容量を
節約する場合があり、ユーザーは最低の画質設定を選択する場合がある。場合によっては
、デジタルコンテンツがビデオであれば、ユーザーは、デジタルコンテンツの解像度をデ
ジタルコンテンツが再生されるデバイス（例えば、携帯用ビデオプレーヤー）に特有の解
像度に一致するような画質設定（例えば、３２０ｘ２４０）を選択する場合がある。
【００２０】
　また、設定は、自動更新デジタルコンテンツの設定（例えば、連続記録）を含む場合が
ある。例えば、ユーザーは、シリーズの中で最新の記録だけを取り外し可能な媒体に転送
するように、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに命令する場合がある。別
の例では、ユーザーは、まだ転送されていないシリーズのすべての記録を取り外し可能な
媒体へ転送するように、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに命令する場合
がある。
【００２１】
　また、設定は、取り外し可能な媒体のデジタルコンテンツを更新するための設定を含む
場合がある。例えば、ユーザーは、ユーザーが指定した日数よりも以前のデジタルコンテ
ンツだけを削除あるいは上書きするようにインタラクティブ方式のテレビアプリケーショ
ンに命令する場合がある。別の例では、ユーザーは、視聴したデジタルコンテンツだけを
削除あるいは上書きするようにインタラクティブ方式のテレビアプリケーションに命令す
る場合がある。
【００２２】
　また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、デジタルコンテンツが転送
されるかもしれない取り外し可能な媒体の種類も決定する場合がある。例えば、デジタル
コンテンツは、サイズがかなり小さければ（つまり、デジタルコンテンツが最小の取り外
し可能な媒体に入る場合）、すべての取り外し可能な媒体に転送される場合がある。別の
例では、かなり大きいデジタルコンテンツは、少なくとも一定の容量の取り外し可能な媒
体に制限される場合がある（例えば、４．７ＧＢ）。
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【００２３】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択したデジタルコンテンツへの
参照や取り外し可能な媒体へのデジタルコンテンツの転送のために選択した設定を保管す
る場合がある。いくつかの実施例では、選択したデジタルコンテンツへの参照や選択した
デジタルコンテンツを転送するために選択した設定は、データベースに保管される場合が
ある。いくつかの実施例では、選択したデジタルコンテンツへの参照や選択したデジタル
コンテンツを転送するために選択した設定は、取り外し可能な媒体に保管される設定ファ
イルに保管される場合がある。
【００２４】
　デジタルコンテンツが取り外し可能な媒体に今後転送されるように、ユーザーがインタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションを設定した後、今後の転送は、ユーザーとの対
話をこれ以上必要とせずに発生する場合がある。デジタルコンテンツの転送を開始するた
め、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可能な媒体６２との通
信を確立する場合がある。例えば、通信は、ユーザーがセットトップボックに取り外し可
能な媒体を挿入後に確立される場合がある。別の例では、通信は、無線リンクにより確立
される場合がある。例えば、取り外し可能な媒体が、セットトップボックス（あるいは一
部）と連結した無線アクセスポイントの近接近に移動する場合がある。
【００２５】
　この時点で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可能な媒体
が有効な転送先であるかどうかを決定する場合がある。取り外し可能な媒体が有効な転送
先であるかどうかの決定は、ユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに発生する場合があ
る。
【００２６】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、取り外し
可能な媒体の設定がデータベースに保管されているかどうかを決定するために、データベ
ースにアクセスする場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーショ
ンは、取り外し可能な媒体の識別子を決定して、取り外し可能な媒体の識別子のあるエン
トリがデータベースに保管されているかどうかをデータベースに確認する場合がある。識
別子は、例えば、ボリューム番号や容量を含む場合がある。インタラクティブ方式のテレ
ビアプリケーションは、設定がデータベースに保管されていれば、取り外し可能な媒体が
有効な転送先であると決定する場合がある。
【００２７】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可
能な媒体に保管された設定ファイルにアクセスする場合がある。インタラクティブ方式の
テレビアプリケーションが設定ファイルに保管された設定を認識すれば、インタラクティ
ブ方式のテレビアプリケーションは取り外し可能な媒体が有効な転送先であると想定する
場合がある。
【００２８】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、データベースあるいは設定ファイ
ルにアクセスすることにより、デジタルコンテンツへの参照や、取り外し可能な媒体のた
めのデジタルコンテンツの転送の設定を検索する場合がある。インタラクティブ方式のテ
レビアプリケーションは、取り外し可能な媒体の設定に従って、参照されたデジタルコン
テンツを取り外し可能な媒体へ転送する場合がある。転送は、ユーザーとの対話をこれ以
上必要とせずに発生する場合がある。
【００２９】
　本発明のさらなる特徴であるその性質とさまざまな利点は、添付の図面および以下の好
ましい実施例の詳細説明からさらに明確になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　本発明の実施例に従い、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションシステム１０
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の説明図が図１に示されている。テレビ番組やデジタル音楽のようなコンテンツは、通信
経路１６を使用して、番組発信源１２からテレビ配信施設１４のようなテレビ配信施設に
提供される場合がある。番組発信源１２は、テレビや音楽製作会社のようなテレビや音楽
番組の適切な発信源の場合がある。
【００３１】
　テレビ配信施設１４は、ケーブルシステム電波中継局、衛生テレビ配信施設、テレビ放
送施設、その他、テレビや音楽番組をユーザーに配信するための適切な施設の場合がある
。典型的に、システム１０には多数のテレビ配信施設１４があるが、図面が複雑にならな
いように、図１では１つだけが示されている。
【００３２】
　通信経路１６は、衛星経路、光ファイバー経路、ケーブル経路、その他の有線あるいは
無線通信経路、あるいは、これらの経路の組み合わせの場合がある。
【００３３】
　テレビ配信施設１４は、さまざまなユーザー機器デバイス１８に接続されている場合が
ある。このようなユーザー機器１８は、例えば、ユーザーの家庭に置かれている場合があ
る。ユーザー機器１８は、ユーザーのテレビ機器２０あるいはユーザーのコンピュータ機
器２２を含む場合がある。
【００３４】
　ユーザー機器は、テレビや音楽番組、その他の情報をテレビ配信施設１４から通信経路
２６、２７、２８のような通信経路を経て受信する場合がある。また、ユーザー機器は、
経路２６、２７、２８を経て信号をテレビ配信施設１４に送信する場合がある。経路２６
、２７、２８は、ケーブル、その他の有線接続、フリースペース接続（例えば、放送やそ
の他の無線信号）、衛星リンクなどの場合がある。
【００３５】
　データ発信源３０は、放送予定時間、タイトル、チャンネル、評価情報（例えば、子ど
もの視聴を推薦するかの人気度）、タイトルの詳細な説明、ジャンルや分野情報（例えば
、スポーツ、ニュース、映画など）、出演俳優の情報、放送時間など、テレビ番組の提供
に使用される番組予定表情報のデータベースを含む場合がある。また、データ発信源３０
は、広告（例えば、プログラム案内広告やその他のインタラクティブ方式テレビアプリケ
ーションの広告）、スポーツの得点、株価、ニュース、天気などのリアルタイムデータを
提供するためにも使用される。データ発信源３０は、図１では個別の欄として描かれてい
るが、図１のデータ発信源３０やその他のシステム構成要素は、１つ以上の場所の機器を
使用して提供される場合がある。システム構成要素は、図面が複雑になりすぎないように
、図１では単独の欄として描かれている。
【００３６】
　データ発信源３０は、経路２６、２７、２８を経て関連付けられたユーザー機器に配信
するために、番組予定情報やその他のデータを、通信経路３２を経てテレビ配信施設に提
供する場合がある。通信経路３２は、衛星通信経路やその他の無線経路、光ファイバーや
その他の有線経路、インターネット通信をサポートする経路、これらの経路の組み合わせ
など、適切な任意の通信経路の場合がある。データ発信源３０は、経路３８、通信ネット
ワーク３４、経路４２を経て、ユーザー機器１８でユーザーに番組予定情報やその他のデ
ータを提供する場合がある。経路４２は、電話線のような有線経路、ケーブル経路、光フ
ァイバー経路、衛星経路、無線経路、これらの経路の組み合わせやその他任意の適切な経
路の場合がある。
【００３７】
　ユーザーのテレビ機器やパーソナルコンピュータのようなユーザー機器デバイスは、例
えば、ユーザーのデジタル音楽など、媒体に番組表や情報を表示するために番組予定情報
を使用する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションあるいはその他
の適切なアプリケーションは、このような情報をユーザーの画面に表示するために使用さ
れる場合がある。
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【００３８】
　オンラインの番組案内やその他のインタラクティブ方式のテレビサービスは、サーバー
３６のような通信ネットワーク３４に接続されたサーバーを使用して提供される場合があ
る。サーバー３６は、通信経路３８、通信ネットワーク３４、通信経路４０を経て、デー
タ発信源３０から番組予定情報やその他のデータを受信する場合がある。経路３８と４０
は、衛星経路、光ファイバー経路、有線経路などの場合がある。通信ネットワーク３４は
、インターネット、公衆交換電話網、パケットベースのネットワークなど、適切な通信ネ
ットワークの場合がある。
【００３９】
　ユーザー機器１８は、通信経路４２を経てサーバー３６からオンラインの番組案内情報
やその他の情報にアクセスする場合がある。ユーザー機器１８も、通信経路２６、テレビ
配信施設１４、通信経路４４を経て、サーバー３６のオンラインの番組案内やその他のサ
ービスにアクセスする場合がある。例えば、ケーブルモデムあるいはその他の適切な機器
が、テレビ配信施設１４と通信するユーザー機器１８により使用される場合がある。テレ
ビ配信施設１４は、優先経路、ケーブル経路、光ファイバー経路、衛星経路、このような
経路の組み合わせなどの適切な経路４４を経て、通信ネットワーク３４と通信する場合が
ある。
【００４０】
　ユーザーテレビ機器２０やユーザーのコンピュータ機器２２のようなユーザー機器が、
同様な配置を使用して、オンラインの番組案内やサーバー３６にアクセスする場合がある
。ユーザーテレビ機器２０は、通信経路４６を使用して、または、経路２７、テレビ配信
施設１４、経路４４を使用して、オンラインの番組案内やサーバー３６にアクセスする場
合がある。ユーザーコンピュータ機器２２は、通信経路４８を使用して、または、経路２
８、テレビ配信施設１４、経路４４を使用して、オンラインの番組案内やサーバー３６に
アクセスする場合がある。経路４６と４８は、有線経路、ケーブル経路、光ファイバー経
路、無線経路、衛星経路、このような経路の組み合わせなどの適切な任意の経路の場合が
ある。
【００４１】
　経路２７あるいは４６のどちらかのユーザーテレビ機器２０にデータを配信するために
使用されるデータ配信技法は、配信される情報の種類により異なる場合がある。例えば、
テキストやグラフィックは、帯域外変調デバイスを使用して帯域外チャネル上から配信さ
れたり、デジタル帯域内チャネルを使用して配信されたり、チャネルの１つの垂直帰線消
去区間線に配信されたりする場合がある。また、ビデオ情報の大部分は１つ以上のデジタ
ルチャネルあるいは経路２７あるいは４６のストリームを使用してより効率的に配信され
る場合があるが、ビデオ情報もこの方法で配信される場合がある。このようなデジタルチ
ャネルあるいはストリームも、テキストやグラフィックの配信に使用される場合がある。
【００４２】
　番組案内アプリケーションの機能やその他のインタラクティブ方式テレビアプリケーシ
ョンの機能は、サーバー３６やサーバー５６のように通信ネットワーク３４に接続された
その他のサーバーを使用してサポートされる場合がある。インタラクティブ方式のテレビ
アプリケーションも、サービスプロバイダ５０のような１つ以上のサービスプロバイダの
サーバーやその他の適切な機器によりサポートされる。例えば、ホームショッピングサー
ビスは、販売担当、注文受付施設、経理保守施設、インタラクティブ方式のホームショッ
ピング機能をサポートするその他の機器を持つサービスプロバイダ５０のようなサービス
プロバイダによりサポートされる場合がある。これらの機能をユーザーに提供するサービ
スプロバイダにアクセスするために、ユーザー機器を使用して実装されるホームショッピ
ングアプリケーションが使用される場合がある。ユーザー機器は、テレビ配信施設１４や
通信経路５２から、または、通信ネットワーク３４と通信経路５４から、サービスプロバ
イダ５０にアクセスする場合がある。経路５２や５４のような通信経路は、有線経路、ケ
ーブル経路、光ファイバー経路、衛星経路、このような経路の組み合わせなど、任意の適
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切な経路の場合がある。
【００４３】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションの別の例は、ホームバンキングアプリ
ケーションである。ホームバンキングサービスは、サービスプロバイダ５０のような施設
の人員を使用してサポートされる場合がある。ユーザー機器を使用して実装されるインタ
ラクティブ方式のホームバンキングアプリケーションは、テレビ配信施設１４や通信経路
５２から、または、通信ネットワーク３４と通信経路５４から、ホームバンキングサービ
スにアクセスする場合がある。
【００４４】
　望ましい場合は、ネットワークベースのビデオレコーダやビデオオンデマンドアプリケ
ーションのようなインタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、サーバー５６、サ
ーバー３６、サービスプロバイダ５０の機器を使用してサポートされる。ネットワークベ
ースのビデオレコーダを使用するビデオオンデマンドのコンテンツやビデオ記録の配置は
、サーバー５６、サーバー３６、サービスプロバイダ５０に保管される場合があり、ユー
ザーにより要求されると、ユーザー機器に提供される場合がある。インタラクティブ方式
のテレビアプリケーションは、ユーザー機器１８を使用して実装されたパーソナルビデオ
レコーダ（デジタルビデオレコーダと呼ばれる場合がある）の機能をサポートするために
使用される場合がある。パーソナルビデオレコーダ機能をサポートするために使用される
場合のある機器の説明には、特殊パーソナルビデオレコーダデバイス、デコーダ内蔵受信
デバイス（ＩＲＤ）、内蔵あるいは外付けハードドライブを装備したセットトップボック
ス、ビデオ記録機能付きパーソナルコンピュータが含まれる。
【００４５】
　望ましい場合は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション、ホームショッピン
グアプリケーション、ホームバンキングアプリケーション、ビデオオンデマンドアプリケ
ーション、ゲームアプリケーション、その他のアプリケーションなどのアプリケーション
（例えば、電子メールやチャットに関連するアプリケーションやその他の通信機能など）
は、ナビゲーションシェルアプリケーション（つまり、アプリケーションに対応するメニ
ューオプションのあるメニューアプリケーション）によりアクセスする別のアプリケーシ
ョンとして提供される場合がある。このようなアプリケーションの機能は、組み合わされ
る場合がある。例えば、ゲーム、ビデオオンデマンドサービス、ホームショッピング、ネ
ットワークベースのビデオ記録機能、パーソナルビデオ記録機能、ナビゲーション機能、
番組案内機能、通信機能やその他の適切な機能は、１つのアプリケーション、あるいは、
その他の適切な数のアプリケーションを使用して提供される場合がある。
【００４６】
　さらに、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションである、ホームバンキングア
プリケーション、ホームショッピングアプリケーション、ネットワークベースのビデオ記
録やパーソナルビデオ記録アプリケーション、ビデオオンデマンドアプリケーション、ゲ
ームアプリケーション、通信アプリケーション、ナビゲーションアプリケーションは、シ
ステム１０によりサポートされる場合のあるインタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンの種類のいくつかの説明例に過ぎない。その他のサポートされるかもしれない適切な
アプリケーションは、ニュースサービス、ウェブ閲覧やその他のインターネットワービス
、インタラクティブ方式の賭けサービス（例えば、競馬などの賭け）を含む。
【００４７】
　インタラクティブ方式のテレビシステム１０で使用されるインタラクティブ方式のテレ
ビアプリケーションは、ユーザー機器にローカルで実装される場合がある。また、アプリ
ケーションは、分散方式（例えば、サーバークライアントサーバーアーキテクチャを使用
）で実装される場合がある。この場合、クライアントと、テレビ配信施設１４のサーバー
５６、サーバー３６のようなサーバーとして、ユーザー機器は少なくとも部分的かつ少な
くともいくらかの時間サービスする。あるいは、その他の適切な機器がサーバーとして機
能する。また、望まれる場合は、その他の分散アーキテクチャも使用される場合がある。
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さらに、システム１０のインタラクティブ方式テレビシステム機能のいくつか、あるいは
すべては、オペレーティングシステムソフトウェアあるいはミドルウェアソフトウェアを
使用して提供される場合がある。このようなオペレーティングシステムソフトウェアやミ
ドルウェアは、アプリケーションレベルのソフトウェアの代わりに、あるいは、組み合わ
せて使用される場合がある。番組案内、ホームショッピング、ホームバンキング、ビデオ
オンデマンド、インターネット、通信などに関連するインタラクティブ方式のテレビ機能
を実施するために使用される特定の配置に関係なく、これらの機能をサポートするソフト
ウェは、アプリケーションと呼ばれる場合がある。
【００４８】
　セットトップボックス配置を基本とするユーザーのテレビ機器２０の説明が図２に示さ
れている。入力／出力５８は、経路２７や４６のような通信経路に接続されている場合が
ある。入力／出力機能は、１つ以上の配線あるいは通信経路により提供される場合がある
が、図面が複雑にならないように、図２では単独の経路として示されている。テレビ番組
やその他の情報は、入力／出力５８を使用して受信する場合がある。ユーザーからのコマ
ンドや要求などその他の情報も入力／出力５８から送信される。
【００４９】
　セットトップボックス６０は、希望のアナログテレビチャンネルに調整するためのアナ
ログチューナーを含む場合がある。また、セットトップボックス６０は、デジタルテレビ
や音楽チャンネルを受信するためのデジタルデコーダ回路も含む場合がある。アナログチ
ャンネルとデジタルチャンネル両方は、望ましければ、一緒に処理される場合がある。複
数のチューナーが提供される場合がある（例えば、同時に視聴と記録機能を処理するため
）。ボックス６０は、衛星テレビを処理するデコーダ内蔵受信デバイス（ＩＲＤ）の場合
がある。望ましければ、ボックス６０は、ケーブル、無線放送、衛星のコンテンツを処理
する回路を持つ場合がある。ボックス６０は、記録機能を提供するためにストレージデバ
イス（例えば、ハードディスクドライブのようなデジタルストレージデバイス）を含む場
合がある。また、ボックス６０は、ビデオカセットレコーダ、パーソナルビデオレコーダ
、その他のデバイスや保管機能を備えたデバイスなどの記録デバイス６２にも接続されて
いる場合がある。
【００５０】
　セットトップボックス６０は、ソフトウェアアプリケーションを実行するために使用さ
れるプロセッサ（例えば、マイクロコントローラやマイクロプロセッサなど）を含む。セ
ットトップボックス６０は、アプリケーションを実行するときに使用されるランダムアク
セスメモリなどのメモリを含む場合がある。非揮発性のメモリも使用される場合がある（
例えば、起動ルーチンやその他の命令を起動するため）。ボックス６０あるいは記録デバ
イス６２のハードディスクストレージは、データのバックアップや、ランダムアクセスメ
モリ手法を使用してはサポートされないその他の大型データベースや保管要件をサポート
するために使用される場合がある。
【００５１】
　セットトップボックス６０は、リモート制御や無線キーボードと通信するために、赤外
線（ＩＲ）やその他の通信回路を持つ場合がある。また、セットトップボックス６０は、
専用ボタンやフロントパネルディスプレイも持つ場合がある。フロントパネルディスプレ
イは、例えば、セットトップボックスが調整されている現在のチャンネルを表示するため
に使用される場合がある。
【００５２】
　セットトップボックス６０は、その他の機器と通信するために、ケーブルモデム、統合
デジタル通信網（ＩＳＤＮ）モデム、デジタル加入者線（ＤＳＬ）モデム、電話のモデム
、無線モデムなどの通信回路も持つ場合がある。このような通信は、インターネットやそ
の他の適切な通信ネットワークあるいは経路が関与する場合がある。望ましければ、セッ
トトップボックス６０の構成要素は、その他のユーザー機器（例えば、テレビやビデオレ
コーダ）に統合される場合がある。
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【００５３】
　セットトップボックス６０は、リモート制御あるいはその他の適切なユーザーインター
フェイスを使用して制御される場合がある。開始、停止、記録などのようなビデオレコー
ダの機能やその他の機能は、セットトップボックス６０により制御される場合がある。
【００５４】
　セットトップボックス６０の出力は、ユーザーに表示するためにテレビ６４に提供され
る場合がある。ビデオを表示するために任意の適切なテレビまたはモニタが使用される場
合がある。図２の機器やシステム１０のその他の機器では、さまざまなビデオ項目に関連
付けられたオーディオは、典型的には、これらのビデオ項目と一緒に配信されて、一般的
には、ビデオが再生されるとユーザーに再生される。
【００５５】
　セットトップボックス６０は、１つ以上の取り外し可能な媒体（例えば、取り外し可能
な媒体６２）により提供される追加のストレージへのアクセスを持つ場合がある。取り外
し可能な媒体は、例えば、光ディスク（例えば、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－
ＲＷ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＭＤなど）、ソリッドステートメモリ（例えば、Ｃｏｍｐ
ａｃｔ　Ｆｌａｓｈ、Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ、Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｃａｒｄ
、ｘＤ、Ｍｅｍｏｒｙ　ＳｔｉｃｋTM、ＵＳＢフラッシュドライブなど）、磁気記憶（例
えば、ＵＳＢハードディスク、ＭｉｃｒｏｄｒｉｖｅTM、ハードディスク、フロッピー（
登録商標）ディスク、テープなど）、その他任意の適切な取り外し可能な媒体を含む場合
がある。セットトップボックス６０は、取り外し可能な媒体６２からの読み出しや書き込
みのための回路を含む場合がある。
【００５６】
　いくつかの実施例では、セットトップボックス６０は、取り外し可能な媒体６２が挿入
されるかもしれない取り外し可能な媒体のアクセスデバイスに接続される場合がある。例
えば、セットトップボックス６０にコンパクトフラッシュ（登録商標）カードを挿入する
スロットがなければ、コンパクトフラッシュ（登録商標）カードは、取り外し可能な媒体
のアクセスデバイスに挿入される場合がある。
【００５７】
　いくつかの実施例では、取り外し可能な媒体６２は、取り外し可能な媒体のアクセスデ
バイス（例えば、カメラ、携帯用音楽プレーヤー、携帯電話、パーソナルデジタルアシス
タント、カムコーダなど）の一部の場合がある。取り外し可能な媒体のアクセスデバイス
は、セットトップボックス６０が取り外し可能な媒体６２にアクセスできるように、例え
ば、ＵＳＢケーブル、シリアルケーブル、ＦｉｒｅＷｉｒｅTMケーブルを使用して、セッ
トトップボックス６０に接続される場合がある。また、取り外し可能な媒体のアクセスデ
バイスは、クレードルあるいはドックを使用してセットトップボックス６０に接続される
場合もある。
【００５８】
　いくつかの実施例では、セットトップボックス６０と取り外し可能な媒体６２は、お互
いに無線通信するように設定される場合がある。セットトップボックス６０と取り外し可
能な媒体６２は、それぞれ、無線通信を実施するための回路を追加で含む場合がある。例
えば、取り外し可能な媒体６２をセットトップボックス６０の近接近に移動すると、無線
リンクが確立される場合がある。セットトップボックス６０と取り外し可能な媒体６２は
、例えば、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈTM、Ｗｉ－ＦｉTM、ＷｉＭＡＸTM、その他適切な無線プロ
トコルなどの無線プロトコルを使用して通信する場合がある。
【００５９】
　図２のセットトップボックスの配置は、単なる説明図である。望ましければ、その他の
配置を使用する場合がある。例えば、ユーザーテレビ機器は、ＷｅｂＴＶTMボックス、パ
ーソナルコンピュータテレビ（ＰＣ／ＴＶ）、その他の任意の適切なテレビ機器の配置を
基本とする場合がある。望ましければ、強化セットトップボックス６０、ＷｅｂＴＶTMボ
ックス、ＰＣ／ＴＶなどのような構成要素の機能が、テレビ、パーソナルコンピュータや
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その他の適切なデバイスに統合される場合がある。
【００６０】
　ユーザーのテレビ機器２０（あるいは適切なユーザーのコンピュータ機器２２）を操作
するためのリモート制御７２の説明図が図３に示される。リモート制御７２は、機能キー
７４や、キーバッドのキー、電源入／切のキー、一時停止、停止、早送りやまき戻しキー
などのその他のキー７６を持つ場合がある。音量の上下キー７８は、ビデオのオーディオ
部分の音量を調節するために使用される場合がある。チャンネル上下キー８０は、テレビ
チャンネルを変更し仮想チャンネル上のコンテンツにアクセスするために使用することが
できる。カーソルキー８２は、画面上のメニューのナビゲーションに使用される場合があ
る。例えば、カーソルキー８２は、画面上のカーソル、インジケータ、インタラクティブ
方式のテレビアプリケーションにより画面に表示された特定のオプションあるいはその他
の項目を示すハイライト（一般的に、すべてのハイライトあるいはハイライト領域を意味
する場合がある）の位置を変えるために使用される場合がある。
【００６１】
　ＯＫキー８４（あるいは、その他の実施例では選択あるいは入力キー）は、ユーザーが
ハイライトした画面上のオプションを選択するために使用される場合がある。
【００６２】
　キー７４は、記録を開始する記録キー８６を含む場合がある。メニューボタン８８は、
ユーザーの表示画面（例えば、テレビ６４や６８、あるいは、適切なモニタやコンピュー
タ画面）にメニューを表示するようにインタラクティブ方式のテレビアプリケーションに
命令するために使用される場合がある。情報ボタン９０は、情報表示画面を表示するよう
にインタラクティブテレビアプリケーションを命令するために使用される。ユーザーが、
特定の番組表をハイライトして、例えば、情報ボタン９０を選択すると、その番組表に関
係する追加の番組予定情報（例えば、番組の要約、出演俳優の情報など）を提供するよう
にインタラクティブ方式のテレビアプリケーションに命令する場合がある。
【００６３】
　ロックボタン９２は、アクセス権限を変更するために使用される場合がある。例えば、
親は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに子どもに見せたくない番組の管
理を確立するロックボタン９２あるいは画面上のオプションを使用する場合がある。子ど
もに見せたくない番組管理の設定は、時間ベースの設定の場合がある（例えば、午後３時
から午後５時までのような特定の時間帯に子どもがテレビを視聴しないようにする）。ま
た、子どもに見せたくない番組管理の設定は、評価、チャンネル、番組のタイトルなどを
基本に番組をブロックするために使用する場合もある。ロックされたあるいはブロックさ
れた番組は、典型的に、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに適切な個人識
別番号（ＰＩＮ）が提供されるまで、視聴不可能である。このＰＩＮが入力されると、イ
ンタラクティブ方式のテレビ番組は、ユーザーの機器のロックを解除して、ロックされた
コンテンツを許可する。
【００６４】
　終了ボタン９４は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションを終了するため、
あるいは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションの一部を終了するために使用
される場合がある。案内ボタン９６は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション
を起動するために使用される場合がある。
【００６５】
　図３に示されているキーは、単なる説明に過ぎない。望ましければ、その他のキーやボ
タンが提供される場合がある。例えば、音楽ボタンはインタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションで音楽にアクセスするために使用される場合がある。編集ボタンは、保管し
たコンテンツを編集するために使用される場合がある（例えば、コマーシャルを削除する
、ビデオの一部を削除するためなど）。英数ボタンは、英数文字を入力するために使用さ
れる場合がある。最後あるいは戻るボタンは、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションで逆戻りして閲覧するために使用される場合がある（例えば、前のチャンネルや表
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示画面に戻るためなど）。ヘルプキーは、状況依存の画面上のヘルプなどのようなヘルプ
機能を起動するために使用される場合がある。
【００６６】
　ユーザー機器２２の説明図は図４に表示されている。図４の配置では、パーソナルコン
ピュータ９８は、キーボード１００あるいは、トラックボール、マウス、タッチパッド、
タッチ画面、音声認識デバイス、図３のリモート制御７２のようなリモート制御など、そ
の他の適切なユーザー入力デバイスを使用して、ユーザーにより制御される場合がある。
テレビ番組のようなビデオコンテンツやインタラクティブ方式のテレビアプリケーション
の表示画面が、モニタ１０２に表示される場合がある。テレビ番組、ビデオオンデマンド
のコンテンツ、ネットワークベースのビデオレコーダから再生されるビデオ記録などその
他の情報は、経路２８と４８から（図１）入力／出力１０４を使用して受信する場合があ
る。また、ユーザーは、入力／出力ライン１０４から、インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションやシステム１０との対話中に使用されるコマンドやその他の情報を送信す
る場合がある。
【００６７】
　パーソナルコンピュータユニット９８は、アナログとデジタルテレビのチャンネルをデ
コードするためや、ストリーミングビデオのコンテンツを処理するために、テレビチュー
ナーカードとして、テレビあるいはビデオカードを含む場合がある。望ましければ、複数
のビデオカード（例えばチューナーカード）が提供される場合がある。使用されるかもし
れないテレビチューナーカードの説明図には、指定のアナログチャンネルに調整するため
のアナログテレビチューナーと、パケット化されたデジタルデータストリームから目的の
デジタルテレビあるいは音楽チャンネルを除去するためのデジタルデコード回路を含む場
合がある。望ましければ、コンピュータユニット９８の任意の適切なカードあるいは構成
要素が、入力／出力ライン１０４から配信されたビデオやその他のコンテンツを処理する
ために使用される場合がある。
【００６８】
　パーソナルコンピュータユニット９８は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョン、あるいは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションの一部を実行するため
に、１つ以上のプロセッサ（例えば、マイクロプロセッサ）を含む場合がある。
【００６９】
　パーソナルビデオレコーダ配置、あるいは、ネットワークベースのビデオレコーダ配置
、あるいは、任意のその他の適切な配置で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンによりビデオ記録機能が提供される場合がある。
【００７０】
　パーソナルビデオレコーダ配置において、パーソナルコンピュータユニット９８のスト
レージは、ビデオやその他のコンテンツを保管するための、ハードドライブ、ＤＶＤ－Ｒ
ドライブ、ＤＶＤ－ＲＷドライブ、ＣＤ－Ｒドライブ、ＣＲ－ＲＷドライブ、あるいはそ
の他の適切なストレージデバイスの場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションやパーソナルコンピュータユニット９８は、パーソナルビデオレコーダの機能を
提供するために、このストレージを使用する場合がある。
【００７１】
　ネットワークベースのビデオ記録機能は、ユーザー機器１８とネットワーク機器の組み
合わせを使用して提供される場合がある。ユーザー機器１８は、例えば、ユーザーテレビ
機器２０あるいはユーザーコンピュータ機器２２の場合がある。ネットワーク機器は、例
えば、サーバー５６、サーバー３６、図１のサービスプロバイダのようなサービスプロバ
イダの機器の場合がある。ビデオ記録機能は、テレビ番組やその他のビデオコンテンツの
コピーをリモートサーバー（例えば、図１のサーバー５６やサーバー３６）、あるいは、
サービスプロバイダ５０のようなサービスプロバイダの機器のようなその他のネットワー
クベースの機器上に保管することにより、提供される。
【００７２】
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　ビデオ記録は、ユーザー機器１８で入力されたユーザーのコマンドに対応して実行され
る場合がある。パーソナルビデオレコーダ配置では、インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、ユーザーコマンドに対応してユーザー機器にローカルでビデオを記録す
るために使用される場合がある。ネットワークベースのビデオ記録配置では、ユーザーの
コマンドに対応して、ビデオを記録するために、あるいは、サーバー３６、５６、サービ
スプロバイダ５０の機器のようなネットワーク機器で仮想記録を実行するために、インタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションが使用される場合がある。ユーザーコマンドは
、図１に示された通信経路からネットワーク機器に提供される場合がある。パーソナルビ
デオレコーダ配置やネットワークベースのビデオレコーダ配置は、早送り、まき戻し、一
時停止、記録などの機能をサポートできる。
【００７３】
　ネットワークベースのビデオレコーダ環境で不必要な重複を回避するために、システム
１０は、仮想コピーあるいは仮想記録を使用して、ネットワークベースのビデオ記録機能
を提供する場合がある。この手法により、各ユーザーは、ネットワーク上にそのユーザー
の記録を含む個人領域が提供される場合がある。多人数のユーザーが、ネットワークベー
スのビデオレコーダの個人領域に記録の一つとしてリストされたビデオコンテンツを持っ
ていたとしても、そのビデオコンテンツはネットワーク機器で１回（あるいは比較的小さ
い回数）保管される必要があるだけである。
【００７４】
　上記のユーザーのテレビ機器やユーザーのコンピュータ機器配置は、単なる説明に過ぎ
ない。より一般的なユーザー機器の実施例の説明は図５に示される。
【００７５】
　図５に示されているように、制御回路１０６は、入力／出力１０８に接続される。入力
／出力１０８は、図１の経路２６、２７、２８、４２、４６、４８のように１つ以上の通
信経路に接続される場合がある。テレビや音楽番組は、入力／出力１０８を経て受信され
る場合がある（例えば、番組発信源１２、サーバー、サーバー３６のようなその他の機器
、サービスプロバイダ５０やテレビ配信施設１４のようなサービスプロバイダから）。イ
ンタラクティブ方式のテレビアプリケーションのための番組予定情報は、入力／出力１０
８を経て、データ発信源３０から受信される場合がある。また、入力／出力１０８は、そ
の他のインタラクティブ方式のテレビアプリケーションのためのデータ発信源３０により
送信された情報を受信するために使用される場合がある。ユーザーは、入力／出力１０８
を使用して、コマンド、要求、その他の適切な情報を送信するために制御回路１０６を使
用する場合がある。
【００７６】
　制御回路１０６は、１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル
信号プロセッサ、プログラム可能ロジックデバイスなどを基本にした処理回路などのよう
な任意の適切な処理回路１１０を基本にする場合がある。メモリ（例えば、ランダムアク
セスメモリや読み出し専用メモリ）、ハードドライブ、ＤＶＤドライブ、ＣＤドライブ、
任意のその他の適切なメモリやストレージデバイスは、制御回路１０６の一部であるスト
レージ１１２として提供される場合がある。また、１つ以上のアナログチューナー、１つ
以上のＭＰＥＧ－２デコーダあるいはその他のデジタルビデオ回路、その他適切な調整あ
るいはビデオ回路やこれらの回路の組み合わせのような調整回路は、回路１０６の一部と
して含まれる場合がある。エンコード回路（例えば、保管のために無線あるいはケーブル
アナログ信号をＭＰＥＧ信号に変換する）も提供される場合がある。調整およびエンコー
ド回路は、特定のテレビあるいは音楽チャンネル、あるいはその他の希望のオーディオや
ビデオコンテンツを受信、表示、再生、記録するために、ユーザー機器により使用される
場合がある（例えば、ビデオオンデマンドのコンテンツや要求されたネットワークベース
あるいはローカルのビデオレコーダ再生）。テレビ番組やその他のビデオ、さらに、画面
上のオプションや情報は、画面１１４に表示される場合がある。画面１１４は、モニタ、
テレビ、あるいは、ビジュアルイメージを表示するためのその他任意の適切な機器の場合
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がある。スピーカー１１６は、テレビの一部として提供される場合、あるいは、単独のユ
ニットの場合がある。画面１１４に表示されるビデオのデジタル音楽やオーディオ構成要
素は、スピーカー１１６から再生される場合がある。
【００７７】
　ユーザー入力インターフェイス１１８を使用して、ユーザーが制御回路１０６を制御す
る場合がある。ユーザー入力インターフェイス１１８は、マウス、トラックボール、キー
パッド、キーボード、タッチスクリーン、タッチパッド、音声認識インターフェイス、リ
モート制御などの任意の適切なユーザーインターフェイスの場合がある。
【００７８】
　前記のように、追加のストレージは、１つ以上の取り外し可能な媒体（例えば、取り外
し可能な媒体１２０）が提供される場合がある。処理回路１１０は、取り外し可能な媒体
１２０からの読み出しや書き込みのための回路を含む場合がある。また、処理回路１２０
は、取り外し可能な媒体１２０との無線通信を実施するための回路も含む場合がある。
【００７９】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、ビデオレコーダ
、デジタルビデオレコーダ、その他のデバイス、あるいは、ストレージ機能のある装置の
ような記録装置を使用して番組を記録できる場合がある。また、インタラクティブ方式の
テレビアプリケーションにより、ユーザーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションによりアクセス可能であるリモートサーバーに番組を記録できる場合もある。イン
タラクティブ方式のテレビアプリケーションを使用する番組の記録機能は、Ｅｌｌｉｓら
の米国特許番号６，１４１，４８８や、１９９９年６月１１日に提出されたＥｌｌｉｓら
の米国特許申請番号０９／３３２，２４４に詳細に検討されており、それら全体を参照す
ることによりここに組み入れる。
【００８０】
　また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、記録され
た番組からオーディオ情報を抽出することも出来る場合がある。抽出したオーディオ情報
は、記録装置から取り外し可能な媒体（例えば、コンパクトフラッシュ（登録商標）カー
ド）に送信される場合がある。
【００８１】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、デジタル権利管理（ＤＲＭ）権利
を強制実施するため、あるいはセキュリティ対策として、オーディオの抽出を制限する場
合のあることに注意する。例えば、データは、例えば、インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションが有料番組からオーディオを抽出することを防ぐために、有料番組のよう
に、記録された番組に組み込まれている場合がある。別の例では、放送警告が現在の放送
番組といっしょに送信される場合があり、番組が記録された後に番組のアクセスあるいは
配信の制限を示す場合がある。例えば、制限は、番組からオーディオを抽出するユーザー
の機能の制限を含む場合がある。別の例では、制限は、番組からオーディオが抽出される
回数の限定を含む場合がある。別の例では、制限は、抽出したオーディオのフォーマット
や音質の制限を含む場合がある。
【００８２】
　図６は、本発明に従い、記録された番組からオーディオを抽出する画面の説明図である
。画面６００は、例えば、番組表６０５、抽出先リスト６１０、フォーマットのドロップ
ダウンメニュー６１５、品質のドロップダウンメニュー６２０、セグメント選択領域６２
５、開始ボタン６３０、取消ボタン６３５を含む場合がある。画面６００は、例えば、リ
スト、ドロップダウンメニュー、チェックボックス、ボタンなどの共通のグラフィカルユ
ーザーインターフェイスオブジェクトを使用する。しかしながら、これらのオブジェクト
は単なる説明に過ぎず、同様なオブジェクトは本発明の範囲を逸脱することなく当業者に
より使用される場合があることに注意する。例えば、番組表６０５は、各リストをオプシ
ョンの１つとして持つドロップダウンメニューにより置換される場合がある。
【００８３】
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　番組表６０５は、セットトップボックス６０に保管された記録番組表、あるいは、セッ
トトップボックス６０からアクセス可能な記録コンテンツを含む場合がある（例えば、リ
モートサーバー）。図６に示されているように、ユーザーは、いくつかの番組を記録して
いる（例えば、ＣＢＳ　Ｅｖｅｎｉｎｇ　Ｎｅｗｓ、Ｊｅｓｓｉｃａ　Ｓｉｍｐｓｏｎコ
ンサート、映画「Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋ」）。これらの番組はセットトップボックス６０にロ
ーカルに保管される場合がある。また、セットトップボックス６０からアクセス可能なリ
モートサーバーに保管される場合がある。
【００８４】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、番組表領域６０
５からライブバッファを選択できる場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、ユーザーが現在視聴している番組を記録するためにライブバッファを提供す
る場合があり、ユーザーはライブバッファでリアルタイムの送信機能を実施する場合があ
る（例えば、まき戻し、一時停止、早送りなど）。ユーザーがライブバッファに保管され
たコンテンツを選択できることにより、ユーザーは、例えば、番組の一部を視聴した後に
番組からオーディオのすべてを抽出できる場合がある。
【００８５】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、番組表領域６０
５から現在の記録を選択できる場合がある。現在の記録は、ライブバッファに保管された
番組と同様で、どちらもインタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより完全に記
録されていない。
【００８６】
　取り外し可能な媒体のリスト６１０は、抽出したオーディオを転送する場合がある取り
外し可能な媒体のリストを含む場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンにより、ユーザーは、取り外し可能な媒体を選択するために、ハイライト領域をナビ
ゲーションできる場合がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションは、使用可能な取り外し可能な媒体を自動的に検出する場合がある。例え
ば、セットトップボックス６０が、ＤＶＤ記録装置を含む、あるいは接続されている場合
、取り外し可能な媒体のリスト６１０は、取り外し可能な媒体として、ＤＶＤ－Ｒを選択
するオプションを含む場合がある。説明の目的であって制限ではなく、取り外し可能な媒
体６２は、ユーザーにより選択された取り外し可能な媒体と想定される。
【００８７】
　フォーマットのドロップダウンメニュー６１５は、抽出したオーディオが変換される場
合のあるオーディオフォーマットのリストを含む場合がある。ユーザーは、オーディオが
再生される音楽プレーヤーと互換性のあるオーディオフォーマットを選択する場合がある
（例えば、ＭＰ３プレーヤーで使用するＭＰ３フォーマットを選択する）。オーディオフ
ォーマットは、例えば、ＭＰ３、非圧縮ウェーブ（ＷＡＶ）、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標
）　Ｍｅｄｉａ　ＡｕｄｉｏTM（ＷＭＡ）、その他の任意の適切なオーディオフォーマッ
トを含む場合がある。選択した取り外し可能な媒体の容量を超えてしまう危険性を減少す
るために、取り外し可能な媒体６２が小容量の媒体（例えば、ソリッドステートメモリ）
であれば、圧縮フォーマット（例えば、ＭＰＥ３、ＷＭＡ）を選択する場合がある。非圧
縮フォーマット（例えば、ＷＡＶ）は、取り外し可能な媒体６２が、例えば、ＣＤ－Ｒの
ような大容量の媒体であれば、より適切な場合がある。
【００８８】
　音質のドロップダウンメニュー６２０は、抽出したオーディオの品質のオプションリス
トを含む場合がある。基本的な音質オプションは、例えば、ＣＤ音質、ステレオ音質、モ
ノ、その他任意の適切な音質オプションを含む場合がある。高度な音質オプションは、例
えば、抽出したオーディオを再サンプリングするサンプリングレートの範囲や、選択した
オーディオフォーマットに特定のオプション（例えば、ＷＡＶフォーマットのチャネル数
）を含む場合がある。
【００８９】
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　ユーザーは、番組表領域６０５で選択した番組の性質を基本にして、オーディオ音質の
設定を選択する場合がある。例えば、選択した番組がニュース解説であれば、高音質の設
定は必要ではない。しかしながら、選択した番組が音楽演奏であれば、ユーザーは使用可
能な高音質の設定を選択する場合がある。使用可能な高品質は、例えば、取り外し可能な
媒体６２の使用可能な機能により制限される場合がある。ユーザーは、取り外し可能な媒
体６２の容量を基本にして、音質設定を選択する場合もある。例えば、取り外し可能な媒
体６２の容量が小さければ、ユーザーは、取り外し可能な媒体６２に保管されるオーディ
オコンテンツには音質を低くする場合がある。
【００９０】
　セグメント選択領域６２５は、ユーザーが番組のセグメントからオーディオを抽出でき
るオプションを含む場合がある。例えば、選択した番組が２時間のコンサートであれば、
インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは個別の歌のオーディ
オを抽出できる場合がある。別の例では、選択した番組がサッカーのゲームであれば、容
量を考慮して、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、ゲ
ームの前半と後半のオーディオを抽出できる場合があり、従って、ハーフタイムの間の３
０分間の番組を抽出しない。
【００９１】
　図６に示されているように、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、
ユーザーは、抽出するために番組全体（例えば、チェックボックス６４０を選択すること
による）、あるいは、抽出するために番組の一部（例えば、チェックボックス６４５を選
択することにより）を選択できる場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションは、オーディオを抽出する番組の一部を選択する場合にユーザーを支援する再生バ
ー６６５を表示する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより
、ユーザーは、開始マーカー６５０により開始時間を選択でき、終了マーカー６５５によ
り終了時間を選択できる場合がある（これは、デフォルトで、それぞれ、番組の開始と終
了時に表示される場合がある）。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより
ユーザーは、例えば、リモート制御７２を使用して、開始マーカー６５０と終了マーカー
６５５を選択して移動できる場合がある。
【００９２】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユー
ザーは、複数の開始と終了時間を選択できる場合がある。例えば、インタラクティブ方式
のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、再生バー６６５のとなりにカーソル６６
０を置くことができる場合がある。また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーショ
ンにより、ユーザーは、再生バー６６５に合わせてカーソル６６０を移動できる場合があ
る。ユーザーは、例えば、再生バー６６５にカーソル６６０の位置に追加のマーカーを追
加するためにリモート制御７２のＯＫボタン８４を選択する場合がある。インタラクティ
ブ方式のテレビアプリケーションは、カーソル６６０の左右のマーカーを確認することに
より、追加のマーカーが開始あるいは終了マーカーであるかどうかを決定する場合がある
。例えば、カーソル６６０の左側のマーカーが終了マーカーであれば、インタラクティブ
方式のテレビアプリケーションは、追加のマーカーは開始マーカーであると決定する場合
がある。
【００９３】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユーザーが以前に追加した開始と
終了マーカーを削除できる場合もある。例えば、ユーザーは、リモート制御７２を使用し
て、開始あるいは終了マーカーを選択する場合がある。ユーザーが、例えば、リモート制
御７２の削除ボタンを選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
選択したマーカーを削除する場合がある。
【００９４】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、開始と終了時間を選択する場合に
ユーザーを支援するために、ユーザーが番組のオーディオをプレビューできる場合もある
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。例えば、ユーザーがプレビューボタン６７０を選択すると、インタラクティブ方式のテ
レビアプリケーションは、マーカー６６０の位置で、番組のオーディオを再生する場合が
ある。マーカー６６０は、オーディオが再生されると、オーディオの進捗状況を追跡する
場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、例えば、リモート制御
７２のカーソルキー８２を使用して、ユーザーがマーカー６６０の位置を変更できる場合
もある。
【００９５】
　いくつかの実施例では、マーカー６６０がなく、オーディオは、ユーザーが開始あるい
は終了マーカーの位置を変更するたびに、開始あるいは終了の位置からプレビューされる
場合がある。例えば、ユーザーは、開始マーカーを特定の歌の開始点に置く場合がある。
インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユーザーが歌の開始を特定できるよ
うにマーカーを移動する間に、開始マーカーの場所でオーディオを再生する場合がある。
【００９６】
　いくつかの実施例では、ユーザーが番組表６０５から不完全な記録（例えば、現在記録
された番組、あるいはライブバッファに保管された番組）を選択すれば、まだ使用不可能
であることを示すために、まだ記録されていない番組部分が再生バー６６５でグレイの影
付きで表示される場合がある。例えば、「Ｆｒｉｅｎｄｓ」がライブバッファに保管され
ていて、「Ｆｒｉｅｎｄｓ」がまだ１０分残っていれば、インタラクティブ方式のテレビ
アプリケーションは、再生バー６６５上でライブバッファの最後の１０分間をグレイで表
示する場合がある。
【００９７】
　いくつかの実施例では、ユーザーが現在記録された番組を選択した場合（例えば、ライ
ブバッファから、あるいは、以前に予定した記録から）、インタラクティブ方式のテレビ
アプリケーションは、記録からオーディオを抽出する前に記録が完了するまで待機する場
合がある。いくつかの実施例では、ユーザーがすでに記録済みである現在記録された番組
の一部を選択した場合、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記録全体が
完了する前に、記録部分からオーディオを抽出する場合がある。
【００９８】
　ユーザーが開始ボタン６３０を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションは、記録した番組からオーディオの抽出を開始する場合がある。いくつかの実施例
では、ユーザーが、番組の複数のセグメントからオーディオを抽出することを選択した場
合、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、番組を選択したセグメントに分
割する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記録した番組の
オーディオとビデオの構成要素が別のファイルに保管されるなど、記録した番組の各セグ
メントを逆多重化する場合がある。
【００９９】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記録した
番組全体を逆多重化する場合がある。ユーザーが、番組のセグメントからオーディオを抽
出するように選択した場合、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、オーデ
ィオファイルから選択したセグメントをスプライスする場合がある。
【０１００】
　いくつかの実施例では、ユーザーが番組の複数のセグメントからオーディオを抽出する
ことを選択した場合、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記録した番組
で発生する順番で、結果のオーディオファイルを一緒に連結する場合がある。例えば、ユ
ーザーが、サッカーの試合の試合時間のオーディオを抽出するように選択した場合（つま
り、ハーフタイムのレポートを除くすべてからオーディオを抽出する）、ユーザーは、２
つのオーディオファイルが単独のオーディオファイルとなるように一緒に連結されること
を好む場合がある。いくつかの実施例では、オーディオファイルは別のままにする場合が
ある。例えば、ユーザーがコンサートのセグメントを選択した場合（例えば、歌）、ユー
ザーは、それぞれの歌を別のオーディオファイルに保管されることを好む場合がある。
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【０１０１】
　記録した番組を逆多重化するために、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション
により使用される方法は、記録された番組が保管されるフォーマットに依存する。例えば
、ＭＰＥＧファイルは、オーディオ情報とビデオ情報を別のレイヤーで圧縮する。ＭＰＥ
Ｇファイルの逆多重化には、情報のオーディオとビデオレイヤーを分離することが関与す
る。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ＭＰＥＧファイルを解
析してビデオとオーディオ情報に対応するデータパケットを別のファイルに分離する場合
がある。
【０１０２】
　いくつかの実施例では、記録した番組がリモートサーバーに保管されていれば、インタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションが、記録番組を逆多重化するためにリモートサ
ーバーに要求を送る場合がある。リモートサーバーは、記録番組のオーディオに対応する
オーディオファイルをセットトップボックス６０に送信する場合がある。この手法により
、リモートサーバーからセットトップボックス６０に転送される情報量が減少する。
【０１０３】
　いくつかの実施例では、記録した番組がリモートサーバーに保管されていれば、インタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションが、記録した番組をセットトップボックス６０
に転送するようにリモートサーバーに要求を送信する。インタラクティブ方式のテレビア
プリケーションは、記録した番組をローカルで逆多重化する場合がある。この手法により
、リモートサーバーにより要求される処理量を減少する。
【０１０４】
　記録した番組が逆多重化された後、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは
、ユーザーにより選択された設定に従い、結果のオーディオファイルを処理する場合があ
る。例えば、ユーザーは、オーディオがＣＤ音質のＭＰ３ファイルであるように指定する
場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、ＣＤ音質のサンプリン
グレート（例えば１２８ｋｂｐｓ）で結果のオーディオファイルをＭＰ３ファイルに変換
する場合がある。
【０１０５】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、転換した
オーディオファイルに番組情報を補完する場合がある。例えば、ＭＰ３とＷＭＡフォーマ
ットは、音楽プレーヤーにより再生されているオーディオに応じて、音楽プレーヤー上で
の番組情報（例えば、アーティストやタイトル）の表示をサポートする。番組情報は、番
組案内情報、番組表、番組放送に埋め込まれたメタデータから得られる場合がある。いく
つかの実施例では、記録した番組の番組情報はユーザーにより入力された場合がある。
【０１０６】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、変換したオーディオファイルの合
計サイズを決定し、そのファイルのサイズを取り外し可能な媒体６２の使用可能な容量に
比較する場合がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションは、ダイアログボックスを画面６００にオーバーレイして、変換したオーディオフ
ァイルのサイズや取り外し可能な媒体６２で使用可能なスペース量をユーザーに示す場合
がある。また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユーザーが取り外し
可能な媒体６２に変換したオーディオファイルの転送を確認することを要求する場合があ
る。
【０１０７】
　取り外し可能な媒体６２に変換したオーディオファイルを保管するために十分な容量が
ないことをインタラクティブ方式のテレビアプリケーションが決定すれば、インタラクテ
ィブ方式のテレビアプリケーションは、上書きするために（可能であれば）取り外し可能
な媒体６２に保管されるデジタルコンテンツを選択するオプションをユーザーに提供、あ
るいは、ユーザーに別の媒体を挿入するように指示する場合がある。いくつかの実施例で
は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、変換したオーディオファイルを
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保管する容量を空けるために必要な一番古いオーディオファイル、あるいは、取り外し可
能な媒体６２に保管された一番短いオーディオファイルを自動的に上書きする場合がある
。
【０１０８】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、変換したオーディオファイルを保
管する取り外し可能な媒体６２に十分な容量があることを決定すれば、インタラクティブ
方式のテレビアプリケーションは、変換したオーディオファイルを取り外し可能な媒体６
２に転送する場合がある。
【０１０９】
　図６に表示されている、オーディオ抽出設定を選択するための画面は、単なる説明図に
過ぎない。当業者は、本発明の範囲から逸脱せずに別の手法を使用して、ユーザーがオー
ディオ抽出設定を選択する場合があることを認識する。例えば、画面６００がない場合、
インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユーザーがオーディオを抽出するオ
プションを選択する場合のある一連のオーバーレイを表示する場合がある。ユーザーは、
例えば、番組表あるいは再生リストから番組を選択する場合がある。インタラクティブ方
式のテレビアプリケーションは、ユーザーが取り外し可能な媒体（例えば取り外し可能な
媒体６２）を選択できるオーバーレイを表示する場合がある。ユーザーが取り外し可能な
媒体６２を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、オーディオ
フォーマットと音質オプションを持つ別のオーバーレイを表示する場合がある。ユーザー
がフォーマットと音質オプションを選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、セグメントの選択オプションを持つ別のオーバーレイを表示する場合がある
。ユーザーによりすべての設定が選択されると、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、番組からオーディオを抽出する場合（例えば、番組を逆多重化）や、選択し
た設定を使用してオーディオを処理する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、処理したオーディオを取り外し可能な媒体６２に転送する場合がある。
【０１１０】
　図７Ａは、本発明に従い、記録した番組からオーディオを抽出するフローの説明図であ
る。
【０１１１】
　ステップ７０５では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザ
ーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションを使用して番組を記録できる場合
がある。番組は、例えば、セットトップボックス６０、デジタルビデオレコーダ、リモー
トサーバー、ＤＶＤレコーダー、あるいはその他の任意のストレージデバイスに記録され
る場合がある。
【０１１２】
　ステップ７１０では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザ
ーはオーディオが抽出される抽出源を選択できる場合がある。抽出源は、例えば、記録さ
れた番組、現在記録されている番組、ライブバッファに記録されている番組を含む場合が
ある。
【０１１３】
　ステップ７１５では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザ
ーは、選択した番組からオーディオを抽出するための設定を選択できる場合がある。ステ
ップ７１５は、図７Ｂに詳細が示されている。
【０１１４】
　ステップ７３５（図７Ｂ）では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
使用可能な取り外し可能な媒体を検出する場合や、利用可能な取り外し可能な媒体のリス
トを表示する場合がある。ユーザーは、選択した番組から抽出されたオーディオが転送さ
れる取り外し可能な媒体を選択する場合がある（例えば、取り外し可能な媒体６２）。
【０１１５】
　ステップ７４０と７４５（図７Ｂ）では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
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ョンにより、ユーザーは、抽出したオーディオのフォーマットと音質を選択できる場合が
ある。
【０１１６】
　ステップ７５０と７５５（図７Ｂ）では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンにより、ユーザーは、オーディオを抽出するために記録された番組のセグメントを選
択できる場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、再生バーや開
始と終了マーカーを表示する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーショ
ンにより、ユーザーは、オーディを抽出する番組のセグメントを示すために、再生バーの
開始と終了マーカーを位置づけることができる場合がある。また、インタラクティブ方式
のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、記録した番組のオーディオをプレビュー
できる場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、再生さ
れるオーディオでプログラムの場所を示す再生バーのマーカーを表示する場合がある。
【０１１７】
　ステップ７２０で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザー
は、選択したプログラムからオーディオを抽出できる場合がある。選択した番組がまだ完
了していない記録であれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、オーデ
ィオの抽出を実施する前に、記録が完了するまで待機する場合がある。ステップ７２０は
、図７Ｃに詳細が示される。
【０１１８】
　ステップ７５０で（図７Ｃ）、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、記
録した番組をユーザーにより定義されたセグメントに分割する場合がある。ユーザーが番
組全体からオーディオを抽出するように選択すれば、インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは番組全体を１つのセグメントとして見なす場合がある。
【０１１９】
　ステップ７５５（図７Ｃ）で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選
択した番組のセグメントを別のオーディオとビデオファイルに逆多重化する場合がある。
いくつかの実施例では、選択した番組をセグメントに分割する代わりに、インタラクティ
ブ方式のテレビアプリケーションは、結果のオーディオファイルをセグメントに分割する
前に、選択した番組を逆多重化する場合がある。
【０１２０】
　ステップ７６０（図７Ｃ）で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ユ
ーザーにより選択された設定に従い、結果のオーディオファイルを処理する場合がある。
例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、結果のオーディオファイル
をＭＰ３フォーマットに変換する場合がある。また、インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、ユーザーの音質設定に従い、ＭＰ３ファイルを再サンプリングする場合
がある。
【０１２１】
　ステップ７６５（図７Ｃ）では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
変換したオーディオファイルに番組情報を補完する場合がある。番組情報は、例えば、番
組表、番組案内情報、番組放送に埋め込まれたメタデータから得られる場合がある。いく
つかの実施例では、番組情報は、ユーザーにより記録した番組に入力される場合がある。
番組情報は、例えば、変換したオーディオファイルを再生しながら、音楽プレーヤーによ
り表示される場合がある。
【０１２２】
　ステップ７７０（図７Ｃ）では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
エクスポートしたオーディオを取り外し可能な媒体６２に転送する場合がある。転送の前
に、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能な媒体６２にエクス
ポートしたオーディオを保管する十分な容量があることを検証する場合がある。
【０１２３】
　記録した番組からオーディオを抽出することに加えて、インタラクティブ方式のテレビ
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アプリケーションは、まだ放送されていない番組からオーディオを記録する場合もある。
この手法では、ユーザーは、番組からオーディオを抽出する前に番組を記録する必要がな
い。
【０１２４】
　図８は、取り外し可能な媒体（例えば、取り外し可能な媒体６２）へのオーディオ情報
の録音をスケジュールするための画面の説明図である。表示されているように、画面８０
０は、番組表領域８０５、プレビュー画面８１０、オプション領域８１５、オーディオ録
音オーバーレイ８２０を含む番組表画面である。番組表画面は、米国特許公開番号２００
４０１０３４３４のＥｌｌｉｓらに詳細が説明されており、全体を引用することによりこ
こに組み入れる。
【０１２５】
　番組表領域８０５は、ある時間対に放送予定である番組のリストを含む場合がある。ユ
ーザーは、例えば、リモート制御７２のカーソルキー８２を使用して、番組表８０５の番
組を選択するハイライトリージョンをナビゲーションする場合がある。ユーザーが番組を
選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、オプ
ション領域８１５から番組のオプションを選択できる場合がある。ユーザーが取り外し可
能な媒体にオーディオを録音するオプションを選択すると、インタラクティブ方式のテレ
ビアプリケーションは、画面８００にオーディオ録音オーバーレイ８２０を表示する場合
がある。また、オーディオ録音オーバーレイ８２０は、例えば、リモート制御７２のボタ
ンを押すことにより、番組情報画面から起動される場合がある。
【０１２６】
　オーディオ録音オーバーレイ８２０は、取り外し可能な媒体選択のドロップダウンメニ
ュー８２５、フォーマットのドロップダウンメニュー８３０、音質のドロップダウンメニ
ュー８３５、設定ボタン８４０、取消ボタン８４５を含む場合がある。
【０１２７】
　ユーザーは、転送される場合のある選択した番組の録音されたオーディオが使用可能な
取り外し可能な媒体を選択するために、取り外し可能な媒体の選択ドロップダウンメニュ
ー８２５を使用する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、使
用可能な取り外し可能な媒体を検出する場合や、使用可能な取り外し可能な媒体のエント
リをドロップダウンメニュー８２５に表示する場合がある。
【０１２８】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーはフォーマットのド
ロップダウンメニュー８３０からオーディオのフォーマットを選択できる場合がある。フ
ォーマットは、例えば、ＭＰ３、非圧縮ウェーブ（ＷＡＶ）、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標
）　Ｍｅｄｉａ　Ａｕｄｉｏ（ＷＭＡ）、その他任意の適切なオーディオフォーマットを
含む場合がある。
【０１２９】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーが音質ドロップダウ
ンメニュー８３５から音質設定を選択できる場合がある。音質設定は、例えば、低音質、
中音質、高音質、モノ、ステレオ、ＣＤ音質、その他任意の適切な音質設定を含む場合が
ある。また、音質設定は、サンプリングレート（例えば、１２８ｋｂｐｓ）の範囲を含む
場合がある。
【０１３０】
　ユーザーが保存ボタン８４０を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションは、番組が放送されると、選択した番組のオーディオの録音をスケジュールする場
合がある。いくつかの実施例では、オーディオは選択した取り外し可能な媒体の上に直接
録音される場合がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、オーディオをセットトップボックス６０、またはリモートサーバーに録音し
て、録音が完了すると、録音したオーディオを選択した取り外し可能な媒体（例えば、取
り外し可能な媒体６２）に転送する場合がある。ユーザーが取り消しボタン８４５を選択
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すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは画面８００からオーディオ録
音オーバーレイ８２０を削除する場合がある。
【０１３１】
　本発明の別の側面では、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体に今後転送を実施す
るようにユーザーがインタラクティブ方式のテレビアプリケーションを設定する場合があ
り、このような場合、今後の転送はユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに発生する。
例えば、Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｆｌａｓｈ（ＣＦ）カードがセットトップボックス６０に挿入
されると必ずカードに新しい番組の最新の録音を転送するように、ユーザーがインタラク
ティブ方式のテレビアプリケーションを設定する場合がある。ユーザーは、例えば、毎朝
Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｆｌａｓｈカードをセットトップボックス６０に挿入して、その日のニ
ュース番組を検索して、通勤電車の中で携帯型デバイス（例えば、携帯型コンピュータ、
ラップトップ、携帯電話、自動車コンピュータ）でニュース番組を視聴する。転送は既に
設定されているので、ユーザーは毎朝転送を繰り返して設定することに伴う煩わしさがな
い。
【０１３２】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、デジタル権利管理（ＤＲＭ）権利
を強制実施するため、あるいは、セキュリティ対策として、デジタルコンテンツを取り外
し可能な媒体に転送することを制限する場合がある。例えば、有料番組のように、インタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションが有料番組のコピーを防止するために、データ
がデジタルコンテンツに組み込まれている場合がある。別の例では、無線放送から記録さ
れたデジタルコンテンツは、デジタルコンテンツのアクセスや配信の制限を示す場合のあ
る放送フラッグを含む場合がある。例えば、この制限は、デジタルコンテンツを転送する
ユーザーの機能を制限する場合がある。別の例では、制限は、デジタルコンテンツが転送
される回数を限定する場合がある。別の例では、制限は、デジタルコンテンツが転送され
る取り外し可能な媒体の種類を制限する場合がある。別の例では、制限はデジタルコンテ
ンツの変換（例えば、トランスコーディング）の設定を制限する場合がある。
【０１３３】
　図９は、本発明に従い、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体への今後の転送を実
施するようにインタラクティブ方式のテレビアプリケーションを設定するための説明画面
である。
【０１３４】
　画面９００は、例えば、デジタルコンテンツの選択領域９０５、デジタルコンテンツの
リスト領域９１０、フォーマットのドロップダウンメニュー９１５、品質のドロップダウ
ンメニュー９２０、循環デジタルコンテンツ設定のラジオボタン９２５と９２６、更新設
定領域９３０、取り外し可能な媒体の選択領域９３５、保存ボタン９４０、取消ボタン９
４５を含む場合がある。
【０１３５】
　画面９００は、例えば、リスト、ドロップダウンメニュー、チェックボックス、ボタン
のような一般的なグラフィカルユーザーインターフェイスを使用する。しかしながら、こ
れらのオブジェクトは単なる説明に過ぎず、本発明の範囲を逸脱することなく、当業者に
より同様なオブジェクトが使用される場合のあることに注意する。例えば、チェックボッ
クス９６０はラジオボタンにより置換される場合がある。
【０１３６】
　デジタルコンテンツ選択領域９０５は、セットトップボックス６０に保管されるあるい
はアクセス可能なデジタルコンテンツのリストを含む場合がある。また、デジタルコンテ
ンツの選択領域９０５は、追加ボタン９５０を含む場合がある。デジタルコンテンツは、
例えば、記録した番組、録音したオーディオ、番組表および情報、その他任意の適切なデ
ジタルコンテンツを含む場合がある。また、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンは、デジタルコンテンツ選択領域９０５に一連の記録をリストする場合もある。ユー
ザーは、例えば、リモート制御７２を使用して、デジタルコンテンツのリストの１つを選
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択するハイライトリージョンをナビゲーションする場合がある。ユーザーが追加ボタン９
５０を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択したデジタ
ルコンテンツのリストをデジタルコンテンツのリスト領域９１０に追加する場合がある。
【０１３７】
　デジタルコンテンツリスト領域９１０は、取り外し可能な媒体に転送されるように選択
されたデジタルコンテンツのリストを含む場合がある。また、デジタルコンテンツリスト
領域９１０は、削除ボタン９５５を含む場合もある。ユーザーは、領域９１０のハイライ
トリージョンをナビゲーションして、領域９１０に表示されたデジタルコンテンツのリス
トから１つを選択する場合がある。ユーザーが削除ボタン９５５を選択すると、選択され
たデジタルコンテンツのリストは、領域９１０から削除される場合がある。また、ハイラ
イトリージョンの位置は、設定が適用されるデジタルコンテンツのリストを決定する場合
がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、各デジタルコンテンツのリ
ストに異なる設定を適用する場合がある。
【０１３８】
　フォーマットのドロップダウンメニュー９１５は、取り外し可能な媒体へ転送される前
に選択したデジタルコンテンツが変換されるフォーマットのリストを含む場合がある。図
９に示されているように、ユーザーは、「ＮＢＣ　Ｅｖｅｎｉｎｇ　Ｎｅｗｓ」の連続記
録をＭＰＥＧフォーマットで保存するように選択した。
【０１３９】
　ＭＰＥＧフォーマットに加えて、その他のビデオフォーマットは、例えば、ＭＰＥＧ、
ＡＶＩ、ＭＯＶ、ＲＭ、ＤＩＶＸ、その他任意の適切なフォーマットを含む場合がある。
オーディオフォーマットは、例えば、ＭＰ３、ＷＡＶ、ＷＭＡ、その他任意の適切なフォ
ーマットを含む場合がある。画像フォーマットは、例えば、ＪＰＧ、ＧＩＦ、ＢＭＰ、Ｔ
ＩＦＦ、その他任意の適切なフォーマットを含む場合がある。テキストフォーマットは、
例えば、ＴＸＴ、ＰＤＦ、ＨＴＭ、その他任意の適切なフォーマットを含む場合がある。
【０１４０】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、デジタルコンテ
ンツを同じ媒体タイプ（例えば、ビデオ、オーディオなど）のあるフォーマットから別の
フォーマットに変換できる場合がある。ユーザーは、保管スペースを節約するフォーマッ
トを選択する場合がある（つまり、ユーザーは、高度の圧縮フォーマットを選択する場合
がある）。ユーザーは、デジタルコンテンツのアクセスに使用したデバイスと互換性のあ
るフォーマットを選択する場合がある。例えば、ユーザーは、ＭＰＥＧファイルだけを再
生する携帯用ビデオプレーヤーでビデオを視聴するために、ビデオをＭＰＥＧフォーマッ
トに変換する場合がある。
【０１４１】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユー
ザーは、ある媒体のタイプのフォーマットから別の媒体のタイプのフォーマットにデジタ
ルコンテンツを変換できる場合がある。例えば、選択したデジタルコンテンツがビデオで
あれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーはオーディオ
形式でデジタルコンテンツを保存できる場合がある。これは、例えば、デジタルコンテン
ツの性質がユーザーにとってオーディオ部分のほうが興味のあるデジタルコンテンツ（例
えば、トークショーや解説）であれば、望ましい。ユーザーがビデオのオーディオフォー
マットを選択すれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、結果のオーデ
ィオファイルを取り外し可能な媒体に転送する前にビデオを逆多重化する場合がある。
【０１４２】
　いくつかの実施例では、ユーザーが、例えば、選択したデジタルコンテンツとして番組
表を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは、
例えば、ＰＤＦファイルのようなテキストフォーマットに番組表を保存できる場合がある
。ユーザーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションから離れている間も番組
表を閲覧できる場合がある。
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【０１４３】
　音質のドロップダウンメニュー９２０は、フォーマットのドロップダウンメニュー９１
５で選択したフォーマットの音質設定のリストを含む場合がある。図９に示されているよ
うに、ユーザーは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに「ＮＢＣ　Ｅｖｅ
ｎｉｎｇ　Ｎｅｗｓ」の記録を低解像度で取り外し可能な媒体に転送するように命令した
。
【０１４４】
　低解像度の設定に加えて、ビデオフォーマットの画質設定は、中解像度や高解像度を含
む場合がある。また、ビデオフォーマットの画質設定は、低解像度（例えば、３２０ｘ２
４０）からビデオの本来の解像度までの解像度範囲を含む場合がある。別の例では、選択
したフォーマットがＭＰ３であれば、音質設定はサンプリングレートの範囲を含む場合が
ある。
【０１４５】
　いくつかの実施例では、デジタルコンテンツがビデオであれば、ユーザーは、ビデオが
再生されるデバイスに適した解像度を選択することを希望する場合がある。例えば、ユー
ザーが本来の解像度が１２０ｘ９０のビデオを携帯電話で視聴しようと思っているのであ
れば、高解像度のビデオ（例えば、１９２０ｘ１０８０解像度）をコンパクトフラッシュ
（登録商標）カードに保管することは現実的ではない。従って、ユーザーは、ビデオが再
生されるデバイスの本来の解像度までビデオの解像度を下げるような品質設定を選択する
場合がある。ビデオの解像度を下げることは、ビデオの品質を最大限にするだけでなく（
つまり、ビデオはデバイスの最高の解像度で表示されるので）、取り外し可能な媒体にビ
デオを保管するために必要なスペース量を削減することになる。
【０１４６】
　いくつかの実施例では、品質設定は最高の品質設定も含む場合がある。例えば、ユーザ
ーは、既存のデジタルコンテンツを含む取り外し可能な媒体に転送されるオーディオファ
イルを選択する場合がある。ユーザーは、高音質設定でオーディオファイルを聴くことを
望むが、オーディオファイルは最高の設定で取り外し可能な媒体にコピーするには大きす
ぎる場合がある（つまり、取り外し可能な媒体の既存のデジタルコンテンツの量に依存す
る）。
【０１４７】
　最高の品質設定を使用して、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションがオーデ
ィオに可能な限り最高の音質を決定する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、オーディオファイルの転送前に取り外し可能な媒体で使用可能なスペー
ス量を決定する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、品質設
定が可能な限り取り外し可能な媒体に適するように、オーディオファイルをトランスコー
ドする場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、オーデ
ィオファイルが取り外し可能な媒体に適切であるように、やや低いレートで再サンプリン
グされる場合があることを決定する場合がある。同様に、ビデオファイルに最高の画質設
定が選択されていれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、ビデオファ
イルを取り外し可能な媒体に転送するために可能な限り高い解像度（あるいは、可能な限
り小さい圧縮率）を選択する場合がある。いくつかの実施例では、最高の品質設定の場合
、デジタルコンテンツが取り外し可能な媒体の残りの容量のユーザー定義のパーセントを
超えて占有しないなど、デジタルコンテンツの品質が制限される場合がある。
【０１４８】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択したデジタルコンテンツが循
環していれば（例えば、連続記録あるいは週間番組表など）であれば、ラジオボタン９２
５と９２６を表示する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションによ
り、ユーザーは、循環のデジタルコンテンツが転送される方法を選択できる場合がある。
【０１４９】
　ユーザーがラジオボタン９２５を選択すると、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
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ーションは、循環デジタルコンテンツの最新バージョンを取り外し可能な媒体に転送する
ように設定される場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション
は、毎日、「ＮＢＣ夜のニュース」の一連の記録を実施する場合がある。ユーザーが水曜
日に番組を取り外し可能な媒体に転送することを忘れると、ユーザーは古い番組内容の視
聴に興味がない場合があるので、木曜日に、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョンは木曜日の記録だけを転送する場合がある。
【０１５０】
　ユーザーがラジオボタン９２６を選択すると、取り外し可能な媒体にまだ転送されてい
ない循環のデジタルコンテンツのすべての記録を転送するようにインタラクティブ方式の
テレビアプリケーションが設定される場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレ
ビアプリケーションは、毎日「Ｊｅｏｐａｒｄｙ」の連続記録を実施する場合がある。ユ
ーザーが休暇に行くのであれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、「
Ｊｅｏｐａｒｄｙ」の何回分かを記録して、取り外し可能な媒体へ転送しない場合がある
。ユーザーが休暇から帰ってくると、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは
、ユーザーが休暇で不在だった間に放送された「Ｊｅｏｐａｒｄｙ」の放送分のすべてを
転送する場合がある。
【０１５１】
　更新設定領域９３０は、取り外し可能な媒体に保管されるデジタルコンテンツを更新す
るための設定を含む場合がある。例えば、チェックボックス９６０を選択することにより
、ユーザーは、ユーザーが指定した日数よりも古いデジタルコンテンツを上書きするよう
に（あるいは削除するように）インタラクティブ方式のテレビアプリケーションに指示す
る場合がある。
【０１５２】
　別の例では、チェックボックス９６５を選択することにより、ユーザーは、ユーザーが
一度視聴するとデジタルコンテンツを上書きするように（あるいは削除するように）イン
タラクティブ方式のテレビアプリケーションに指示する場合がある。デジタルコンテンツ
が視聴されたかどうかなど、デジタルコンテンツのステータスに関する情報は、取り外し
可能な媒体のファイルあるいはレジストリに保管される場合がある。例えば、ユーザーが
取り外し可能な媒体に保管されたデジタルコンテンツを携帯用のデバイスから視聴すると
、携帯用デバイスは、デジタルコンテンツが視聴されたことを示すために、取り外し可能
な媒体に保管されたファイルを更新する場合がある。次にユーザーがセットトップボック
ス６０との通信で取り外し可能な媒体を設置すると、インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションはデジタルコンテンツが視聴されたことを決定する場合がある。
【０１５３】
　ユーザーが、チェックボックス９６０とチェックボックス９６５のいずれも選択しなけ
れば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、選択したデジタルコンテンツ
が保存としてマークされていると見なす場合がある。従って、インタラクティブ方式のテ
レビアプリケーションは、ユーザーにより指示されない限り、取り外し可能な媒体に転送
された後も選択したデジタルコンテンツを削除または上書きしない場合がある。
【０１５４】
　いくつかの実施例では、更新設定は、取り外し可能な媒体に追加のデジタルコンテンツ
を保管する容量がない場合に限り適用する場合がある。例えば、インタラクティブ方式の
テレビアプリケーションは、追加のデジタルコンテンツのためのスペースを作るために、
既存のデジタルコンテンツを上書きまたは削除する場合がある。
【０１５５】
　いくつかの実施例では、循環のデジタルコンテンツが取り外し可能な媒体への転送に選
択されていれば、循環のデジタルコンテンツは、チェックボックス９６０と９６５のユー
ザーの選択に従い、循環のデジタルコンテンツの古いバージョンを置換する場合がある。
例えば、ユーザーがチェックボックス９６５を選択すれば、「ＮＢＣ夜のニュース」の現
在の記録は取り外し可能な媒体に保存されているユーザーにより視聴された「ＮＢＣ夜の
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ニュース」の前の記録を上書きする場合がある。
【０１５６】
　取り外し可能な媒体の選択領域９３５は、取り外し可能な媒体の保存容量の範囲のリス
トと既知の取り外し可能な媒体のリストを含む場合がある。ユーザーが取り外し可能な媒
体の保管容量の範囲を選択できる目的は、選択した取り外し可能な媒体にデジタルコンテ
ンツを保管する十分な容量があることを確認するためである。
【０１５７】
　例えば、高解像度で「Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋ」を取り外し可能な媒体に今後の転送を実施す
るようにユーザーがインタラクティブ方式のテレビアプリケーションを設定する場合、選
択した取り外し可能な媒体にはデジタルコンテンツを保管する十分な容量がなければなら
ない。このレイでは、ユーザーは、選択したデジタルコンテンツは容量が１ＧＢを超える
取り外し可能な媒体のみに転送されることを示すチェックボックス９７０を選択する場合
がある。
【０１５８】
　また、ユーザーはチェックボックス９９５を選択して、ドロップダウンメニュー９９７
からデジタルコンテンツが転送される場合のある特定の取り外し可能な媒体（例えば、Ｄ
ＶＤ－Ｒ）を選択する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
このようなリストを維持するために、既知の取り外し可能な媒体のデータベースを保管す
る場合がある。いくつかの実施例では、既知の取り外し可能な媒体は識別子により参照さ
れる場合がある（例えば、ボリューム番号）。
【０１５９】
　ユーザーが画面９００から設定の選択を終了後、ユーザーは、設定を保存するために保
存ボタン８４０を選択する場合がある。また、ユーザーは画面９００を終了するために取
消ボタン９４５を選択する場合もある。ユーザーが設定を保存すると、インタラクティブ
方式のテレビアプリケーションは、設定に従い、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒
体に今後転送するように設定される場合がある。例えば、次にユーザーが取り外し可能な
媒体をセットトップボックス６０に挿入すると（または、取り外し可能な媒体をセットト
ップボックス６０と通信させると）、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは
、ユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに、選択したデジタルコンテンツを取り外し可
能な媒体に転送する場合がある。
【０１６０】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、デジタル
コンテンツが使用可能になったときの品質とフォーマット設定に従い、選択したデジタル
コンテンツを処理（例えば、トランスコード）する場合がある。例えば、ユーザーが取り
外し可能な媒体に今後転送するデジタルコンテンツを選択すれば、インタラクティブ方式
のテレビアプリケーションは、デジタルコンテンツの今後の転送が実施されることを想定
して、デジタルコンテンツを直後に処理する場合がある。これにより、インタラクティブ
方式のテレビアプリケーションが転送の直前にデジタルコンテンツを処理することを防止
するので、ユーザーがデジタルコンテンツの処理を待機する時間を節約する。別の例では
、ユーザーが取り外し可能な媒体への今後の転送に循環デジタルコンテンツを選択すれば
、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、循環デジタルコンテンツがインタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションにより記録されるとすぐに処理（例えば、トラ
ンスコード）する場合がある。
【０１６１】
　図１０は、本発明に従い、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体に転送するための
フローの説明図である。
【０１６２】
　ステップ１００５で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能
な媒体へデジタルコンテンツを今後転送するために設定される場合がある。画面９００（
図９）は、取り外し可能な媒体にデジタルコンテンツを今後転送するようにインタラクテ
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ィブ方式のテレビアプリケーションを設定するための説明画面である。図９に示されてい
るように、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーが取り外し
可能な媒体に転送するデジタルコンテンツを選択できる場合がある。また、インタラクテ
ィブ方式のテレビアプリケーションにより、ユーザーは転送を実施するための設定を選択
できる場合もある。
【０１６３】
　ステップ１０１０で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが選択したデジ
タルコンテンツへの参照や選択したデジタルコンテンツを転送するために選択した設定を
保管する場合がある。
【０１６４】
　いくつかの実施例では、選択したデジタルコンテンツへの参照や選択したデジタルコン
テンツを転送するために選択した設定は、インタラクティブ方式のテレビアプリケーショ
ンによりアクセス可能なデータベースに保管される場合がある。データベースはさまざま
な取り外し可能な媒体のさまざまなエントリを含む場合がある。例えば、ユーザーは、５
００ＭＢを超える容量を持つすべての取り外し可能な媒体に「シンプソン」を、特定のＤ
ＶＤ－Ｒに「Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋ」を転送するように選択する場合がある。ＤＶＤ－Ｒのデ
ータベースエントリは、「シンプソン」と「Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋ」の両方が転送されるデジ
タルコンテンツであることを示す場合がある。一方で、さまざまなデジタルコンテンツが
取り外し可能な媒体に転送されると選択されているために、５００ＭＢを超える容量のあ
るその他の取り外し可能な媒体のためのデータベースエントリは異なる場合がある。
【０１６５】
　いくつかの実施例では、デジタルコンテンツへの参照や選択したデジタルコンテンツの
転送のために選択した設定は、取り外し可能な媒体（例えば、取り外し可能な媒体６２）
に保管された設定ファイルに保管される場合がある。いくつかの実施例では、インタラク
ティブ方式のテレビアプリケーションは、作成して設定ファイルを取り外し可能な媒体へ
転送する場合がある。いくつかの実施例では、取り外し可能な媒体が作成されるための設
定時に、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが設定ファイルを取り外し可能
な媒体へ転送する場合がある（例えば、ユーザーに取り外し可能な媒体を挿入するように
指示することによる）。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、次に取り外し可能な媒体がセットトップボックス６０で使用されるときに、
設定ファイルを取り外し可能な媒体にコピーする場合がある。
【０１６６】
　いくつかの実施例では、設定ファイルは、インタラクティブ方式のテレビアプリケーシ
ョン以外に、発信源により生成される場合がある。例えば、コンピュータからアクセスで
きるウェブサイトにより、ユーザーがデジタルコンテンツの今後の転送を実施するための
設定を選択できる。ウェブサイトはユーザーの選択を基本にして設定ファイルを作成する
場合があり、コンピュータが設定ファイルを取り外し可能な媒体にコピーする場合がある
。
【０１６７】
　ステップ１０１５で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能
な媒体６２との通信を確立する場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、取り外し可能な媒体６２がセットトップボックス６０またはセットトッ
プボックス６０に連結したデバイスに挿入されると、取り外し可能な媒体６２との通信を
確立する場合がある。別の例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、
無線のリンクを経て取り外し可能な媒体６２との通信を確立する場合がある。無線のリン
クは、取り外し可能な媒体６２が、セットトップボックス６０の一部または連結された無
線のアクセスポイントの近接近に移動した場合に作成される。
【０１６８】
　ステップ１０２０で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能
な媒体６２が有効な転送先であるかどうかを決定する場合がある。この決定はユーザーと
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の対話をこれ以上必要とせずに発生する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションは、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体６２に転送する前に、取り外
し可能な媒体６２が有効な転送先であるかどうかを決定する場合がある。
【０１６９】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し
可能な媒体６２の設定がデータベースに保管されているかどうかを決定する前に、上記の
データベースに参照する場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケー
ションは、取り外し可能な媒体６２の識別子を決定して、取り外し可能な媒体６２の識別
子を持つエントリがデータベースに保管されているかどうかを確認するためにデータベー
スをチェックする場合がある。識別子は、例えば、ボリューム番号や容量を含む場合があ
る。取り外し可能な媒体６２の設定がデータベースに保管されていれば、インタラクティ
ブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能な媒体６２を有効な転送先であると想定
する場合がある。
【０１７０】
　いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し
可能な媒体６２が有効な転送先であるかどうかを決定するために、上記の設定ファイルを
参照する場合がある。例えば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが設定フ
ァイルにある取り外し可能な媒体６２の設定を認識すれば、インタラクティブ方式のテレ
ビアプリケーションが取り外し可能な媒体６２を有効な転送先であると想定する場合があ
る。
【０１７１】
　取り外し可能な媒体６２がインタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより認識
されなければ、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可能な媒体
６２が有効な転送先であるかどうかを決定する場合がある。例えば、インタラクティブ方
式のテレビアプリケーションは、デジタルコンテンツを保管できるかどうかを決定するた
めに、取り外し可能な媒体６２に小さいファイルの転送を試みる場合がある。また、イン
タラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可能な媒体６２の使用可能な保
管容量を決定するために試みる場合もある。
【０１７２】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能な媒体６２を有効な転
送先であると決定すれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し
可能な媒体６２が次にセットトップボックス６０との通信状態に置かれたとき、有効な転
送先として認識する場合がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビ
アプリケーションは、データベースに取り外し可能な媒体６２のエントリを作成する場合
がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、デ
フォルトの一連の設定を持つ設定ファイルを取り外し可能な媒体６２にコピーする場合が
ある。
【０１７３】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが取り外し可能な媒体６２を有効な転
送先でないと決定すれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションがセットトッ
プボックス６０の赤いインジケータ灯を点灯する場合がある。例えば、ユーザーが誤って
普通のＣＤをセットトップボックス６０に挿入すると（ＣＤ－ＲまたはＣＤ－ＲＷではな
く）、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが普通のＣＤは有効な転送先では
ないと決定する場合がある。
【０１７４】
　ステップ１０２５で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションが、デジタルコ
ンテンツへの参照や、データベースまたは設定ファイルからの取り外し可能な媒体６２の
ためのデジタルコンテンツの転送設定を検索する場合がある。この検索は、ユーザーとの
対話をこれ以上必要とせずに発生する場合がある。
【０１７５】
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　いくつかの実施例では、取り外し可能な媒体６２がインタラクティブ方式のテレビアプ
リケーションにより認識されなければ、インタラクティブ方式のテレビアプリケーション
が、デジタルコンテンツへの参照や、取り外し可能な媒体６２の容量と同様な容量のある
取り外し可能な媒体のためのデジタルコンテンツの転送設定を検索する場合がある。例え
ば、ユーザーは、１００ＭＢを超える容量のあるすべての取り外し可能な媒体へ一定のデ
ジタルコンテンツを一定の方法で転送するように、インタラクティブ方式のテレビアプリ
ケーションを設定している場合がある。
【０１７６】
　ステップ１０３０で、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可
能な媒体６２の設定に従い、参照されたデジタルコンテンツを取り外し可能な媒体６２に
転送する場合がある。この転送は、ユーザーとの対話をこれ以上必要とせずに発生する場
合がある。
【０１７７】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し可能な媒体６２の設定に
従い、参照されたデジタルコンテンツをトランスコードする場合がある。例えば、インタ
ラクティブ方式のテレビアプリケーションが、ビデオを３２０ｘ２４０解像度のＭＰＥＧ
ファイルにトランスコードする場合がある。いくつかの実施例では、インタラクティブ方
式のテレビアプリケーションが、参照されたデジタルコンテンツを転送前にトランスコー
ドする場合がある（つまり、デジタルコンテンツの転送に必要な時間を削減するため）。
いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、デジタルコ
ンテンツの転送直前に参照されたデジタルコンテンツをトランスコードする場合がある。
【０１７８】
　いくつかの実施例では、取り外し可能な媒体６２が追加のデジタルコンテンツを保管す
るために既存のデジタルコンテンツを一切上書きあるいは削除できなければ（例えば、設
定のため）、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは可能な限りのコンテンツ
を取り外し可能な媒体６２に転送する場合がある。インタラクティブ方式のテレビアプリ
ケーションは、転送が不完全であることを、例えば、セットトップボックス６０の黄色い
インジケータ灯を点灯することにより、ユーザーに示す場合がある。いくつかの実施例で
は、取り外し可能な媒体６２が追加のデジタルコンテンツを保管するために既存のデジタ
ルコンテンツを一切上書きあるいは削除できなければ、コンテンツを取り外し可能な媒体
６２に転送する前に、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションがユーザー入力を
要求する場合がある（例えば、どの既存のデジタルコンテンツを削除するかを示すため）
。
【０１７９】
　取り外し可能な媒体６２へのデジタルコンテンツの転送が成功すれば、インタラクティ
ブ方式のテレビアプリケーションは、例えば、セットトップボックス６０の緑のインジケ
ータ灯を点灯する場合がある。
【０１８０】
　ステップ１０３５で、転送されたデジタルコンテンツのステータスに関する情報は取り
外し可能な媒体６２に保管される場合がある。例えば、デジタルコンテンツが携帯用デバ
イスによりアクセスされた場合、携帯用デバイスは取り外し可能な媒体６２にあるデジタ
ルコンテンツのステータスに関する情報を保管する場合がある。例えば、携帯用デバイス
はデジタルコンテンツが視聴されたことを示す情報を取り外し可能な媒体６２に保管する
場合がある。いくつかの実施例では、情報は上記の設定ファイルに保管される場合がある
。いくつかの実施例では、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、取り外し
可能な媒体がセットトップボックス６０との通信状態に置かれると、デジタルコンテンツ
のステータスを含むように、取り外し可能な媒体６２のデータベースエントリを更新する
場合がある。
【０１８１】
　インタラクティブ方式のテレビアプリケーションによりアクセス可能なリモートサーバ
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ー上にデジタルコンテンツが保管されていれば、インタラクティブ方式のテレビアプリケ
ーションは、デジタルコンテンツを処理するためにセットトップボックス６０に転送する
ように要求をリモートサーバーに送信する場合がある。
【０１８２】
　いくつかの実施例では、デジタルコンテンツの今後の転送を実施するようにインタラク
ティブ方式のテレビアプリケーションをユーザーが設定直後にこの要求が送信される場合
がある。インタラクティブ方式のテレビアプリケーションは、リモートサーバーが、デジ
タルコンテンツが使用可能になるとセットトップボックス６０に自動的に繰り返して転送
することを要求する場合がある。この手法により、取り外し可能な媒体６２がセットトッ
プボックス６０との通信状態に置かれるとき、デジタルコンテンツは既にセットトップボ
ックス６０に保管されるので、デジタルコンテンツが取り外し可能な媒体６２に転送され
るための時間を減少する場合がある。
【０１８３】
　いくつかの実施例では、ユーザーが取り外し可能な媒体６２をセットトップボックス６
０との通信状態に置いた後に要求が送信される場合がある。この手法では、ユーザーがデ
ジタルコンテンツの取り外し可能な媒体６２への転送を開始するまで長時間、セットトッ
プボックス６０がデジタルコンテンツを保管する必要がない。従って、デジタルコンテン
ツが取り外し可能な媒体６２に転送される前に、ディスクスペースがデジタルコンテンツ
により不必要に占有されない。
【０１８４】
　いくつかの実施例では、ユーザーが、例えば、セットトップボックス６０のボタン（例
えば、ワンタッチ転送）をタッチすると発生する、デジタルコンテンツの今後の転送を実
施するように、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションをユーザーが設定する場
合がある。今後のワンタッチ転送を実施するようにインタラクティブ方式のテレビアプリ
ケーションを設定する場合、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションにより、ユ
ーザーが転送されるデジタルコンテンツや転送を実施するための設定を選択できる場合が
ある。
【０１８５】
　ユーザーが取り外し可能な媒体６２をセットトップボックス６０との通信状態に置いて
ワンタッチ転送を起動するたび、インタラクティブ方式のテレビアプリケーションがデジ
タルコンテンツを取り外し可能な媒体６２に転送する場合がある。この手法は、カスタム
化された設定を保管するデータベースまたは設定ファイルの使用を必要とせず、代わりに
、デジタルコンテンツや設定はセットトップボックス６０との通信状態に置かれたすべて
の種類の取り外し可能な媒体で同じである。
【０１８６】
　前述は本発明の本質を説明するためのものであり、本発明の範囲と精神を逸脱すること
なく、当業者はさまざまな変更を実行できる。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】図１は、本発明に従うインタラクティブ方式のテレビアプリケーションシステム
の説明図である。
【図２】図２は、本発明に従うユーザーのテレビ機器の説明図である。
【図３】図３は、本発明に従うリモート制御の説明図である。
【図４】図４は、本発明に従うコンピュータ機器の説明図である。
【図５】図５は、本発明に従うユーザー機器の説明図である。
【図６】図６は、本発明に従い記録した番組からオーディオを抽出するための画面の説明
図である。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明に従い記録した番組からオーディオを抽出するフローの説明
図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明に従い記録した番組からオーディオを抽出する設定を決定す
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るためのフローの説明図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明に従い記録した番組からオーディオを抽出するためのフロー
の説明図である。
【図８】図８は、本発明に従い、取り外し可能な媒体からのオーディオ記録をスケジュー
ルするための画面の説明図である。
【図９】図９は、本発明に従い、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体に今後転送す
るようにインタラクティブ方式のテレビアプリケーションを設定する画面の説明図である
。
【図１０】図１０は、本発明に従い、デジタルコンテンツを取り外し可能な媒体に転送す
るためのフローの説明図である。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７Ａ】



(34) JP 4902861 B2 2012.3.21
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【図８】 【図９】
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